
-

改善
方
　
向

ごみ燃料化施設の中継所化に伴い、維持管理業務を見直す。また、分別見直しに合わせて必要な改善を実施する。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

600

227,574

人

0

指標の説明

処理した金属類を売払した量

業務量

600
資源化物売払量

767

目標
ｔ

600 600

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.55

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.55

4,271 4,271

0

人

0

0

再任用職員

0

60,700 49,200

4,256

人

人人

26,855

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

18,079

161,359

0

ごみ等処理手数料　11,394,500円
不燃性廃棄物処理手数料　3,601,000円
物品等売払代金　　　　　　　9,902,593円
再商品化合理化拠出金　　　1,957,218円

0

1,788,587円

その他 503,975円

経費
委託料

摘要

1,283,225円

11,901,626円

工事請負費

電気料金、水道料金

204,315,970円

施設維持管理及び保守点検業務委託料　神鋼環境メンテナンス(株)

不燃性廃棄物埋立処分委託料　(株)ヤマゼン、三重中央開発(株)

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）04衛生費（項）02清掃費（目）02塵芥処理費（大事業）03資源化ごみ処理及び施設
維持管理経費

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

②

対　象

250

決算書頁

245

事
務
事
業
の
概
要

131,921,680円

基本事業

3,293,114円

光熱水費

事務事業名 資源化ごみ処理及び施設維持管理経費

51,810,000円 施設整備工事費

所長　南　一朗担当
部署

1,813,763円

年度

伊賀北部地域（旧上野市、旧阿山郡）の一般廃棄物（金属類）

一般廃棄物のうち金属類などから資源化可能なものを選別し、売却する

ごみの資源化

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-04-02-02-03-01

計

消耗品費

修繕料

評価責任者・連絡先

事業期間

設備保守、警備等

目　的

2-5

人権生活環境部廃棄物対
策課さくらリサイクルセン
ター

Ｈ16一般廃棄物 年度～

部 ・ 課名 等

0595-20-9272

廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づいて、伊賀北部地域（旧上野市、旧阿山郡）から搬入された金属類などの一般
廃棄物から資源化物を選別、破砕処理して資源として売却しました。

【主な再資源化物と売却金額】
紙・布類　6,205,980円
金属類（鉄くず）　475,420円
金属類（アルミくず）　811,200円
金属類（電気ｺｰﾄﾞ）　1,786,680円
アルミ缶  4,254,965円
小型家電  176,860円
廃食用油　272,650円
鉄（スクラップ）　128,500円
 ＜合計＞　14,112,255円

名称

127.8％

229,427

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

2,489

218,494

人

市民１人当たりのコスト（円）

208,587

2,534 2,598

231,845

業務量

人 人

事
業
費

合計（A）

0.55 人

47,800

4,297

128,261　一般財源

会計年度任
用職員

業務量

0 0

人

163,758

0

225,130

人件費

4,271

214,238

令和４年度単位

達成

34,800

4,256

市民生活環境の向上度

135,631

28,799

204,316

人

4,297

　その他 16,016

0.55

指標化できない成果

人
件
費

4,271

0

2,337

297



-

改善
方
　
向

さくらリサイクルセンターへの集約を検討する。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

1,000

4,180

人

0

指標の説明

業者へ引き渡した量

業務量

1,000
紙・布類の搬出量

1,129

目標
ｔ

1,000 1,000

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.25

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.25

1,941 1,941

0

人

0

0

再任用職員

0

0 0

1,935

人

人人

4,210

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

6,625

0

0

物品等売払代金　　4,209,662円0

電話料金

89,018円

経費
委託料

摘要

94,519円

191,400円

4,209,662円

運営業務委託料　　伊賀市シルバー人材センター

警備業務委託料　イセット(株)

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）04衛生費（項）02清掃費（目）02塵芥処理費（大事業）03資源化ごみ処理及び施設
維持管理経費

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

①

対　象

251

決算書頁

245

事
務
事
業
の
概
要

3,091,310円

基本事業

515,979円

通信運搬費

事務事業名 ストックヤード維持管理経費
所長　南　一朗担当

部署

227,436円

年度

伊賀北部地域（旧上野市、旧阿山郡）の一般廃棄物（紙・布類）

一時保管し、業者へ引き渡す

ごみの処理コスト削減

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-04-02-02-03-02

計

光熱水費

修繕料

評価責任者・連絡先

事業期間

樹木剪定委託料

目　的

2-5

人権生活環境部廃棄物対
策課さくらリサイクルセン
ター

Ｈ16一般廃棄物 年度～

部 ・ 課名 等

0595-20-9272

伊賀北部地域（旧上野市、旧阿山郡）から収集した紙・布類を業者へ引き渡すまでの間の一時保管のための適正管理を行
いました。

名称

112.9％

6,195

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

98

8,560

人

市民１人当たりのコスト（円）

6,151

69 69

6,121

業務量

人 人

事
業
費

合計（A）

0.25 人

0

1,953

　一般財源

会計年度任
用職員

業務量

0 0

人

389

0

4,242

人件費

1,941

6,625

令和４年度単位

達成

0

1,935

市民生活の向上度

4,242

0

4,210

人

1,953

　その他 3,791

0.25

指標化できない成果

人
件
費

1,941

0

69

298



-

継続
方
　
向

埋立が、地下水、土壌などの環境に及ぼす影響について、調査を行うことにより注意し続ける必要がある。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

1,500

4,960

人

0

指標の説明

埋立処分した量

業務量

1,500
処理量

1,528

目標
ｔ

1,500 1,500

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.25

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.25

1,941 194,100

0

人

0

0

再任用職員

0

0 0

1,935

人

人人

4,174

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

2,191

0

1,617

不燃性廃棄物処理手数料　4,173,916円0

電気料金、水道料金

2,928,318円

原材料費 99,000円

経費
委託料

摘要

72,241円

589,600円

消耗品費

重機修繕料等

4,173,916円

環境調査業務委託　㈱中部環境技術センター

草刈業務委託　　伊賀市シルバー人材センター

金額

整理番号

基
本
情
報

燃料費

（会計）01一般会計（款）04衛生費（項）02清掃費（目）02塵芥処理費（大事業）04不燃物処理及び施設維持
管理経費

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

①

対　象

電話料金

252

決算書頁

245

事
務
事
業
の
概
要

297,000円

基本事業

147,149円

修繕料

事務事業名 不燃物処理及び施設維持管理経費

8,765円 不燃物処理場消耗品

所長　南　一朗担当
部署

31,843円

年度

伊賀北部地域（旧上野市、旧阿山郡）の一般廃棄物（瓦・コンクリートなど）

再資源化出来ない不燃物を埋め立て処理する

ごみの処理コスト削減

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-04-02-02-04-01

計

光熱水費

通信運搬費

評価責任者・連絡先

事業期間

軽油

目　的

2-5

人権生活環境部廃棄物対
策課さくらリサイクルセン
ター

Ｈ16一般廃棄物 年度～

部 ・ 課名 等

0595-20-9272

伊賀北部地域（旧上野市、旧阿山郡）の一般廃棄物のうち瓦・コンクリートなど不燃物を埋め立て処理しました。また、不燃物
処理場の適正な保全管理を行いました。

名称

98.1％

6,013

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

66

5,743

人

市民１人当たりのコスト（円）

199,870

67 96

8,497

業務量

人 人 1.001.00

事
業
費

合計（A）

1.00

0.25 人

0

3,860

0　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 1.00

1,596 1,596

人

0

0

2,153

人件費

195,696

2,191

令和４年度単位

達成

0

3,552

市民生活環境の向上度

0

2,153

4,174

人

1,953

　その他 4,960

25.00

指標化できない成果

人
件
費

3,537

1,907

2,240

299



-

縮小
方
　
向

人口の低下、下水道整備に伴い、生し尿の収集量が年々低下しており、市直営の収集業務について見直しが必要であ
る。

市直営のし尿収集業務の民間移行に向けた協議を行い、将来的には、し尿収集運搬許可業者等に移管する方向で調整
を行う。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

2200000

8,814

人

3,590

指標の説明

市直営し尿収集によるし尿の
収集量

業務量

2100000
し尿収集量

2179290

目標
ℓ

2000000 1900000

令和６年度令和３年度 令和５年度

6.80

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

6.50

52,796 52,796

1.00

3,850

人

3,531

0

再任用職員

0

0 0

50,291

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

8,261

9,217

0

洗濯機

伊賀市廃棄物の処理及び清掃に関する条例

13,000円

経費
需用費

摘要

3,161,400円

1,012,041円

三重県安全運転管理者協議会負担金

8,082,914円

消耗品費、燃料費、印刷製本費、光熱水費、修繕料

し尿汲取券売捌手数料

金額

整理番号

基
本
情
報

自動車借上料

（会計）01一般会計（款）04衛生費（項）02清掃費（目）03し尿処理費（大事業）01し尿収集経費

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

③

対　象

253

決算書頁

247

事
務
事
業
の
概
要

3,821,673円

基本事業

74,800円

負担金

事務事業名 し尿収集経費
所長　水瀧　房吾担当

部署

年度

旧上野市市街地における収集を希望する世帯のし尿

適切に収集する

手数料

生活排水の適正処理

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-04-02-03-01-01

計

備品購入費

評価責任者・連絡先

事業期間

バキューム車リース料

目　的

2-5

人権生活環境部廃棄物対
策課浄化センター

Ｈ16一般廃棄物 年度～

部 ・ 課名 等

0595-23-1179

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第６条第１項の規定に基づく一般廃棄物処理計画の策定により、管内におけるし尿収
集に関する業務を、市の直営区域と許可業者による区域とに定めて行いました。
直営による収集は、市内中心市街地を対象に、カレンダー方式で対象地区の収集日を定めて行う業務を基本としています
が、電話連絡等があれば随時、その収集にも対応しました。
令和３年度は、収集困難世帯等の作業条件が悪い場所でも効率的な汲み取り作業に努めました。
　（直営収集による事業実績）
　　・し尿収集
　　　　件数　　　　9,448件
　　　　収集量　　 2,179,290リットル
　　・し尿汲取券売捌き
　　　　件数　　　234件（取扱店数　55箇所）
　　　　金額　　　24,028,917円

名称

101.0%

84,705

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

813

71,359

1.001.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

73,508

936 832

74,239

業務量

人 人 5.705.70

事
業
費

合計（A）

5.70

6.50 人

0

65,492

8,083　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 5.70

9,098 9,098

人

8,814

3,531

19,213

人件費

65,425

8,261

令和４年度単位

達成

0

63,098

19,213

0

8,083

人

50,772

　その他 0

6.80

指標化できない成果

人
件
費

65,425

10,870

1.00

824

300



-

継続
方
　
向

令和２年度から青山地区を含めた伊賀市全域のし尿・浄化槽汚泥を処理できる新施設が稼働した。
近年の搬入量の推移については、し尿は減少しているが浄化槽汚泥は増加しており、結果として処理量は微増傾向にあ
り、日によっては新施設の処理許容量を超えることもある。

処理能力に応じた運転管理を行えるよう搬入量の調整を行うと伴に、運転管理委託業者に適切な処理を行うように指導す
る。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

100％

375,142

人

0

指標の説明

毎月放流水の水質検査を行
い、適正に処理する。

業務量

100％
水質検査の合格率

100％

目標
％

100％ 100％

令和６年度令和３年度 令和５年度

1.20

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.70

9,317 9,317

0.00

0

人

0

0

再任用職員

0

0 0

7,737

人

人人

35,777

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

33,139

286,304

486

・その他
　　　し尿汲取手数料     25,041千円
　　　し尿処理手数料     10,706千円
　　　電気ガス使用料        　29千円

0

電話代

伊賀市清掃施設の設置及び管理に関する条例

借上料、NHK受信料、汚染負荷量賦課金

319,770,000円

工事請負費 2,882,000円

その他経費 105,232円

経費
消耗品費

摘要

1,016,400円

26,425円

廃棄物処理委託料

補修・改修工事費

施設維持管理業務委託料

386,411,898円

施設設備管理用等

公用車燃料

金額

整理番号

基
本
情
報

修繕料

（会計）01一般会計（款）04衛生費（項）02清掃費（目）03し尿処理費（大事業）02し尿処理及び施設維持管理
経費

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

③

対　象

第２処理場槽内残渣清掃運搬処理業務等

254

決算書頁

247

事
務
事
業
の
概
要

252,357円

基本事業

143,484円

施設維持管理委託料

事務事業名 し尿処理及び施設維持管理経費

803,220円 ＰＣＢ処理業務委託等

所長　水瀧　房吾担当
部署

61,412,780円

年度

市内より排出されるし尿及び浄化槽汚泥

衛生的な処理及び適正な管理を行う

燃料費

生活排水の適正処理

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-04-02-03-02-01

計

通信運搬費

施設設備保守点検委託料

評価責任者・連絡先

事業期間

施設設備修繕等

目　的

2-5

人権生活環境部廃棄物対
策課浄化センター

Ｈ16一般廃棄物 年度～

部 ・ 課名 等

0595-23-1179

令和２年４月から青山地区を含めた市内全域のし尿及び浄化槽汚泥を処理することができる新処理施設が稼働した。
また、運転管理については、15年間の長期包括契約を、プロポーザル方式で決定した業者と締結しました。
令和３年度においても、効率的な運転管理により、し尿及び浄化槽汚泥を適正に処理しました。
●施設処理能力　 170Kｌ/日
　処理方式　　　　　膜分離高負荷脱窒素方式
主な施設維持管理業務委託
　・新施設運転管理業務委託（15年間の長期包括委託契約）　　316,800,000円（クボタ環境・伊賀環協共同体）
主な施設設備保守点検業務委託
　・第２処理場槽内残渣処分業務（単価契約）　26,665,980円（三重中央開発株式会社）
　・第２処理場槽内残渣清掃、運搬業務委託　34,650,000円（伊賀環境整備事業協同組合）

名称

100％

335,032

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

3,733

327,666

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

396,208

3,700 4,313

384,938

業務量

人 人 0.300.30

事
業
費

合計（A）

0.30

1.00 人

0

6,041

350,635　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.30

479 479

人

339,332

0

328,991

人件費

9,796

319,443

令和４年度単位

達成

0

8,223

291,090

37,901

386,412

人

5,468

　その他 35,810

1.20

指標化できない成果

人
件
費

9,796

573

0.00

4,439

301



-

廃止
方
　
向

解体工事後の工損調査（近隣家屋への事後調査）を実施するとともに、跡地の維持管理を行う必要がある。

伊賀市総合福祉会館へ機能移転し、既に目的は一定程度達成されているが、跡地について土地返還を行う。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

－

30,248

人

0

指標の説明

年間利用実績

業務量

－
施設利用人数

－

目標
人

－ －

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.21

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.21

1,631 1,165

0.00

0

人

0

0

再任用職員

0

2,647 25,400

1,161

人

人人

3,023

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

2,118

0

地方債：25,400,000円
その他（公共施設最適化基金）：3,022,900円

0

建物除却工事費

公共施設最適化計画

経費
委託料

摘要

29,116,560円

汚泥引抜等業務委託料

アスベスト含有調査業務委託料

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）05労働費（項）01労働費（目）01勤労者福祉会館運営費（大事業）01勤労者福祉会
館管理運営経費

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

対　象

255

決算書頁

247

事
務
事
業
の
概
要

2,376,660円

基本事業

26,739,900円

事務事業名 勤労者福祉会館管理運営経費
課長　前川　博善担当

部署

年度

―

―

539,660円

154,000円

基本事業なし

Ｒ４

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-05-01-01-01-01

計

工事請負費

評価責任者・連絡先

事業期間

1,683,000円工損調査業務委託料

目　的

999

産業振興部商工労働課

Ｈ16施策なし 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9669

・老朽化が著しい「上野ふれあいプラザ」と「勤労者福祉会館」の機能を併せ持った施設として、地域福祉及び勤労者の福利
の増進を図るため、「伊賀市総合福祉会館」を設置し、令和２年４月１日から供用開始しました。
・機能移転後の「勤労者福祉会館」については、解体工事及び工損調査（近隣家屋への事前調査）を実施しました。

名称

－

4,817

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

38

3,279

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

30,282

54 358

31,879

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

0.15 人

27,900

1,641

694　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

825

0

3,176

人件費

1,165

2,118

令和４年度単位

達成

0

1,161

529

0

29,117

人

1,641

　その他 1,523

0.15

指標化できない成果

人
件
費

1,631

0

0.00

340

302



-

継続
方
　
向

定年延長や再雇用等、高齢者の雇用を取り巻く社会の状況が大きく変化しており、当該センターの会員減少も進んでい
る。また、コロナ禍もあり、仕事の受託件数も減少している。

Ⅰ・Ⅱ．新型コロナウイルス感染症は落ち着きを見せ始めているので、これを起因とした受託減少は改善しつつあるが、高
齢者の就業の場を確保するため、高齢者職業相談を充実させ、当該センターによる企業への営業活動を強化いただくな
ど、社会状況に応じた会員拡大に対する側面的な支援を行う。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

5,300

15,531

人

0

指標の説明

シルバー人材センターにおけ
る仕事の受託件数

業務量

5,300
仕事の受託件数

5,210

目標
件

5,300 5,300

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.25

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.25

1,941 1,165

0.00

0

人

0

0

再任用職員

0

0 0

1,161

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

15,531

0

0

高年齢者等の雇用の安定等に関する法律

経費
負担金、補助及び交付金

摘要

15,331,000円

全国シルバー人材センター協会負担金
三重県シルバー人材センター連合会負担金

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）05労働費（項）01労働費（目）02労働諸費（大事業）01シルバー人材センター運営等
経費

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

①

対　象

256

決算書頁

249

事
務
事
業
の
概
要

15,331,000円

基本事業

事務事業名 シルバー人材センター運営等経費
課長　前川　博善担当

部署

年度

市内在住の高年齢者

高年齢者の就業機会の確保を目的とする伊賀市シルバー人材センターを支援し仕事の受託件数を増加させることで、高年齢者の雇用創出を図る

50,000円

50,000円

就労支援、職業相談

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-05-01-02-01-01

計

評価責任者・連絡先

事業期間

15,231,000円シルバー人材センター高年齢者就業機会確保事業費補助金

目　的

3-6

産業振興部商工労働課

Ｈ16就業・起業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9669

高年齢者等の雇用の安定等に関する法律第36条に基づいて事業を行う、知事の許可を受けた公益法人である伊賀市シル
バー人材センターの運営費及びシルバー人材センター高齢者活用・現役世代雇用サポート事業費に対し支援を行いました。
（令和４年３月末の会員数：740名）
高年齢者職業相談を22回開催し、102件相談を受けました。

名称

98.3%

17,704

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

191

16,692

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

16,496

196 196

17,472

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

0.15 人

0

1,953

15,331　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

15,531

0

15,751

人件費

1,165

15,531

令和４年度単位

達成

0

1,161

15,751

0

15,331

人

1,953

　その他 0

0.15

指標化できない成果

人
件
費

1,941

0

0.00

185

303



-

継続
方
　
向

・合同就職セミナーへの参加者数が少ない。
・令和3年度で終了した産業プロモーション事業に代わる、若い人に地域の企業を知ってもらう機会の創出が必要になって
いる。

Ⅰ・Ⅱ．参加者が増えるよう合同就職セミナーの開催時期や広報活動内容の見直しを行う。
　　　　　労務対策協議会など関係機関と連携し、成果が出るよう新たな施策を検討する。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

4

43,044

人

0

指標の説明

合同就職セミナーをきっかけ
として内定した人数（前年実績
値）

業務量

4
内定者数

4

目標
人

5 6

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.63

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.63

4,892 1,553

0.00

0

人

0

713

再任用職員

713

0 0

1,548

人

人人

40,000

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

40,000

1,618

1,617

国県支出金（地方創生推進交付金）：713千円
その他（勤労者住宅・生活資金融資貸付金元利
収入）：40,000千円

0

Ｕ・Ｊ・Ｉターン促進事業負担金

勤労者住宅・生活資金融資貸付金

4,000円

220,000円

貸付金 40,000,000円

経費
報償費

摘要

315,910円

1,267,200円

　　　　　　　：人権学習企業等連絡会負担金

その他負担金（４件）：三重県職業能力開発協会負担金

42,272,209円

若年無業者自立支援促進事業臨床心理士謝礼

産業プロモーション事業委託料

金額

整理番号

基
本
情
報

負担金、補助金及び交付金

（会計）01一般会計（款）05労働費（項）01労働費（目）02労働諸費（大事業）02雇用、勤労者対策事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

①

対　象

10,000円

　　　　　　　：労務対策協議会負担金

職業相談員活動等旅費・消耗品費

200,000円

6,000円

257

決算書頁

249

事
務
事
業
の
概
要

67,500円

基本事業

270,000円

その他

事務事業名 雇用、勤労者対策事業

　　　　　　　：研修会等参加負担金

課長　前川　博善担当
部署

131,599円

年度

地元での就職を希望する学生及び求職者、市内の労働福祉団体及び市内に居住・勤務する労働者

地元企業への就職による地域経済の後継者を育成する。市内に居住、勤務する労働者に対して労働者福祉の向上を図る。

委託料

就労支援、職業相談

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-05-01-02-02-01

計

評価責任者・連絡先

事業期間

勤労者福祉事業補助金

目　的

3-6

産業振興部商工労働課

Ｈ16就業・起業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9669

・市内に居住する未就職者及び離職者の生活環境の安定的な向上を図るため、職業相談員を配置し、求人や求職情報の
収集及び提供などの職業相談業務にあたり、就労支援に取り組みました。
・「いが若者サポートステーション」等と連携し、臨床心理士によるカウンセリング経費に対して支援を行いました。
・地域協働事業、学習支援、文化体育活動など、勤労者福祉事業を運営する伊賀地区労働者福祉協議会への支援を行いま
した。
・名張市、上野商工会議所、伊賀市商工会、名張商工会議所との共催により、Ｕ・Ｊ・Ｉターンを含むWEB版合同就職セミナー
を開催しました（開催日：①令和３年４月21日～24日 ②令和４年３月４日、参加企業：69社、参加者：73人）。セミナー開催後
のフォローアップとして、学生や求職者と参加企業のマッチングを後押しするとともに、企業（受入側）を対象とした勉強会も
実施し、更なる地元雇用の促進を図りました。
・勤労者の生活安定、福祉向上のため、金融機関と連携して資金の融資を行いました。
・若者世代への産業プロモーションとして、三重大学生に伊賀地域の企業をオンライン見学する機会を提供しました。
　（開催日：①令和３年９月10日 ②令和３年９月13日 ③令和３年９月21日 ④令和３年９月22日、参加企業：８社、参加者：の
べ694人)

名称

100.0%

45,936

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

511

44,783

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

45,422

508 538

47,936

業務量

人 人 1.000.00

事
業
費

合計（A）

1.00

0.20 人

0

4,921

1,560　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 1,596

人

2,331

0

41,015

人件費

3,149

41,618

令和４年度単位

達成

0

3,165

1,015

40,000

42,273

人

4,921

　その他 40,000

0.20

指標化できない成果

人
件
費

4,892

0

0.00

509

304



-

改善
方
　
向

農業者の高齢化や後継者不足により、遊休農地等が年々増加している。

これまでは、農業委員や農地利用最適化推進委員による農地パトロールを夏場の強化期間しか行っていなかったが、冬
場にも実施する。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

7,432

実績

2,000

19,371

人

0

指標の説明
所有者の高齢化等で耕作困
難となった農地を担い手に貸
すことで、農業経営の合理化
を図る。

業務量

2,000
利用権を設定した筆数

2,712

目標
筆

2,000 2,000

令和６年度令和３年度 令和５年度

3.50

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

3.50

27,174 27,174

0.00

0

人

0

8,295

再任用職員

11,031

0 0

27,080

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

9,205

971

県補助金
・農業委員会交付金　6,567,000円
・農地利用最適化交付金　1,728,000円

9,858

農業委員等公務災害保険料

農業委員会等に関する法律、農地法、農業経営基盤強化促進法

3,630,000円

経費
報酬

摘要

266,588円

260,665円

負担金、補助及び交付金

電算処理等委託料　[委託先]（株）ジオフォーラム

17,298,709円

農業委員会委員、農地利用最適化推進委員

農業委員会委員、農地利用最適化推進委員実費弁償

金額

整理番号

基
本
情
報

需用費

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）01農業委員会費（大事業）02農業委員会管理経費

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

③

対　象

システム等借上げ料
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11,505,096円

基本事業

120,000円

委託料

事務事業名 事務局管理経費

1,255,000円 三重県農業会議負担金

事務局次長　福山　朋宏担当
部署

261,360円

年度

農業者及び農地所有者

農業生産力の増進及び農業経営の合理化を図る。

旅費

担い手の確保・育成

Ｒ３

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-01-02-01

計

役務費

使用料及び賃借料

評価責任者・連絡先

事業期間

消耗品費、印刷製本費

目　的

3-2

伊賀市農業委員会事務局

Ｈ16農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9720

〇農業委員会の運営
・年次総会（１回）、新規営農面接審査会（11回、21件）、月次総会及び役員会（各12回）、研修会の開催１回（農業委員24名・
農地利用最適化推進委員56名の合同研修会）
・市広報掲載（６月号：農地パトロール強化期間、３月号：令和４年度総会日程、令和４年度農作業賃金）
・農家の相談業務（随時、農地法許認可申請等）
〇法定業務
・農地法の権利移動の審査・許可業務（第３条：166件、第４条：22件、第５条：142件、非農地：30件）
・遊休農地に関する措置（農地パトロールによる利用状況調査・利用意向調査）
・農業経営基盤強化促進法に基づく業務（利用権設定：836件、所有権移転：９件）
〇農業振興業務
・農業及び農業者に関する情報提供の業務
・農地基本台帳の整備及び地図情報化の推進に関する業務

名称

135.6%

44,759

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

537

47,114

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

45,431

495 533

47,503

業務量

人 人 0.600.60

事
業
費

合計（A）

0.60

3.50 人

0

28,484

9,004　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.60

958 958

人

8,340

0

16,275

人件費

28,132

19,063

令和４年度単位

達成

0

28,051

農地転用申請精査による優良農地の確保。

8,843

0

17,299

人

27,339

　その他 0

3.50

指標化できない成果

人
件
費

28,132

1,145

0.00

509

305



-

継続
方
　
向

農業者年金の新規加入者が極めて少ない。

農業者年金の新規加入対象者の特定ができないため、加入促進活動の機会を増やして制度の周知を図る。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

１

18

人

0

指標の説明

年度末時点の年金新規加入
者数

業務量

１
農業者年金新規加入数

０

目標
人

１ １

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.50

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.50

3,882 3,882

0.00

0

人

0

0

再任用職員

0

0 0

3,869

人

人人

10

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

17

0

647

諸収入、委託事業収入
農業者年金業務委託事務費　　483,900円

0

独立行政法人農業者年金基金法

経費
需用費

摘要

4,556円

9,171円

消耗品費

通信運搬費

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）01農業委員会費（大事業）03農業者年金関係業務
経費

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

③

対　象
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4,615円

基本事業

事務事業名 農業者年金業務経費
事務局次長　福山　朋宏担当

部署

年度

20歳以上の加入資格を有する農業者、加入者及び受給者

農業者の老後の生活の安定及び福祉の向上のため。

役務費

担い手の確保・育成

Ｒ３

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-01-03-01

計

評価責任者・連絡先

事業期間

目　的

3-2

伊賀市農業委員会事務局

Ｈ16農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9720

・ＪＡいがふるさとと連携して事務を受託した事業。
・広報いが２月号への新規加入者促進記事掲載を行うとともに、毎月の農業委員会役員会での新規営農面接審査会におい
て加入促進活動を行ったが、新規加入者は０名となった。
・年金給付に関する業務
　　裁定請求、現況届、死亡関係届、口座変更届等に関する書類受付・精査及び独立行政法人農業者年金基金への提出。
　　年金受給者から経営移譲者への実態を伴った経営移譲の指導や年金受給者の無届での農業の再開防止。

名称

０％

4,685

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

52

4,533

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

4,531

52 51

4,539

業務量

人 人 0.400.40

事
業
費

合計（A）

0.40

0.50 人

0

4,669

0　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.40

639 639

人

0

0

16

人件費

4,521

17

令和４年度単位

達成

0

4,516

現年金加入者及び年金受給者に関する業務

0

16

10

人

3,906

　その他 18

0.50

指標化できない成果

人
件
費

4,521

763

0.00

51

306



-

改善
方
　
向

これまでの「農業振興地域内の遊休農地面積」という指標は適切ではないため、事業を実施した成果の指標に変更する必
要がある。

農地利用の意向調査を基に売り手と買い手のマッチングを図る指標に変更する。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

175

実績

35,000

395

人

0

指標の説明

売り手が農地中間管理機構
に売買、農地中間管理機構が
買い手に売買した農地の面積

業務量

40,000農業経営基盤強化促進
法による所有権移転の面
積 34,694

目標
㎡

45,000 50,000

令和６年度令和３年度 令和５年度

1.00

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

1.00

7,764 7,764

0.00

0

人

0

337

再任用職員

395

0 0

7,737

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

0

1,617

県補助金
・機構集積支援事業費補助金　1,668,000円

3,719

経費
需用費

摘要

58,206円

336,543円

印刷製本費（利用意向調査票等）

通信運搬費（利用意向調査）

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）01農業委員会費（大事業）04農地集積・集約化対策
事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

③

対　象
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278,337円

基本事業

事務事業名 機構集積支援事業
事務局次長　福山　朋宏担当

部署

年度

市内の全農地と遊休農地所有者

担い手への農地集積・集約化を図るため。

役務費

担い手の確保・育成

Ｒ３

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-01-04-01

計

評価責任者・連絡先

事業期間

目　的

3-2

伊賀市農業委員会事務局

Ｈ23農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9720

・農地中間管理機構等との連携を効果的かつ効率的に遂行するために、市内にある農地の利用状況について、６月～８月
にかけて、農地法第30条に基づく利用状況調査（田畑併せて36,129筆）を実施。
・調査結果を取りまとめ、遊休農地所有者に対し農地利用意向調査（186件、504筆、53.61ha）を実施。
・調査結果を農地情報支援システムにデータを入力。
・遊休農地の利用意向調査対象・・・・・農地法第32条第１項または第32条第１項の規定に該当する農地の所有者

名称

99.1%

9,893

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

149

13,073

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

9,697

110 110

9,755

業務量

人 人 1.001.00

事
業
費

合計（A）

1.00

1.00 人

0

9,718

0　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 1.00

1,596 1,596

人

0

0

175

人件費

9,360

3,719

令和４年度単位

達成

0

9,354

成果に繋がらないマッチングの活動

0

0

337

人

7,811

　その他 0

1.00

指標化できない成果

人
件
費

9,360

1,907

0.00

109

307



-

継続
方
　
向

経常経費ではありますが、削減に努めます。

経常経費ではありますが、削減に努めます。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

―

4,084

人

0

指標の説明

－

業務量

－
－

－

目標
－

－ －

令和６年度令和３年度 令和５年度

1.56

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

1.56

12,112 12,112

0.00

0

人

0

0

再任用職員

0

0 0

12,070

人

人人

2,532

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

2,446

1,510

0

・法定外公共物使用料　2,483,146円
・ふるさと水と土保全対策基金利子　36,536円
・農業用水管設置使用料　4,600円
・複写料　8,150円

0

道路賠償責任保険料(農道・林道)114,750円他

真泥池揚水施設維持管理事業補助金73,500

1,590,852円

使用料及び賃借料 248,800円

負担金、補助及び交付金 73,500円

経費
需用費

摘要

電算機借上221,760円他

農業情報支援システム保守業務委託132,000円

3,962,901円

光熱水費860,015円

燃料費47,488円

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）02農業総務費（大事業）02事務管理経費

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

①

対　象

大内・清水排水樋門操作点検業務委託488,400円

ふるさと水と土保全対策基金積立金59,108円
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1,869,769円

基本事業

120,872円

積立金

委託料

事務事業名 事務管理経費

農村公園維持管理371,800円,草刈業務598,652円

課長　堀　久仁寿担当
部署

59,108円

年度

農業振興事業を実施するために必要な事務費用等

農業振興事業を円滑に実施する

農畜産物の生産振興

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-02-02-01

計

役務費

評価責任者・連絡先

事業期間

消耗品費132,382円,修繕料829,884円

目　的

3-2

産業振興部農林振興課

Ｈ16農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9712

農業振興団体との連携を図りつつ、農業に関する一般事務を行います。

名称

―

15,814

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

183

16,026

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

16,074

175 182

16,196

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

1.56 人

0

12,186

1,430　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

1,734

0

3,628

人件費

12,112

3,956

令和４年度単位

達成

0

12,070

事務費であるため

982

2,646

3,962

人

12,186

　その他 2,350

1.56

指標化できない成果

人
件
費

12,112

0

0.00

181

308



-

継続
方
　
向

広域農道等の陥没及び倒木等の緊急対応が必要な箇所の把握。

道路河川課での道路パトロール業務とを連携を図り早期対応を行う。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

15,192

人

0

指標の説明

業務量

目標

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.40

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.40

3,106 3,106

0.00

0

人

0

0

再任用職員

0

0 0

3,095

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

14,966

0

0

草刈業務委託料　17箇所

自治会等への草刈り業務委託実施要領

資材費 188,100円

97,900円

原材料費 287,910円

経費
需用費

摘要

へい獣処理委託料　12件　

（シルバー２件、業者６件、地元９件）

14,670,895円

光熱水費

修繕料

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）02農業総務費（大事業）04農道維持管理経費

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

②

対　象

99,810円

176,880円

雪氷対策業務委託料　

施設補修材料費

858,033円

11,841,000円
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1,409,172円

基本事業

12,973,813円

事務事業名 広域農道・農免道路維持管理経費

土砂等撤去業務委託料　

課長　岩野　庄司担当
部署

年度

農道利用者

農道利用者の通行に支障が出ないように維持管理を行う。

210,172円

1,199,000円

農業・農村の多面的機能維持向上

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-02-04-01

計

委託料

評価責任者・連絡先

事業期間

　農免道路市部工区舗装補修工事他4件

目　的

3-2

産業振興部農村整備課

Ｈ16農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9718

広域道路を常時良好な状態に保つよう、比較的小規模な損傷箇所について、修繕工事を行います。また、路肩の除草、冬期
には融雪剤散布等により道路機能を維持します。

　伊賀市農道総延長　Ｌ＝200.2km、内直轄農道管理延長 Ｌ＝38.4km

　・広域農道・農免道路舗装修繕　Ｎ＝5箇所
　・広域農道草刈業務委託　Ｎ＝17箇所（シルバー２件、業者６件、地元９件）
　・雪氷対策業務委託　Ｎ＝11件
　・土砂等撤去業務委託　Ｎ＝１件（蜂巣除去１件）
　・へい獣処理委託　Ｎ＝12件（へい獣処理７件、倒木処理５件）

名称

17,371

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

206

18,061

0.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

17,777

192 205

18,298

業務量

人 人0.00

事
業
費

合計（A）

0.40 人

0

3,125

14,671　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

15,192

0

14,246

人件費

3,106

14,966

令和４年度単位

達成

0

3,095

維持修繕のため計画的な事業計画が立てられ
ない。

14,246

0

14,671

人

3,125

　その他 0

0.40

指標化できない成果

人
件
費

3,106

0

200

309



-

継続
方
　
向

　地すべり等防止法（昭和33年法律第30号）第７条の規定により府中地区・三田地区の地すべり区域の巡視管理・状況調
査を実施する。

　府中地すべり防止対策事業委員会に委託を行い、地すべり区域の巡視管理・状況調査を実施する。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

300

実績

429

300

人

0

指標の説明

地すべり防止を管理する区域
面積

業務量

429
管理面積

429

目標
ｈa

429 429

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.20

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.20

1,553 777

0.00

0

人

0

300

再任用職員

300

0 0

774

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

0

0

地すべり防止区域維持管理事業委託金300

　　　　　　　　土橋・山神

地すべり等防止法（昭和33年法律第30号）第３条・第７条

経費
委託料

摘要

　

（三田地区）：大谷

300,000円

地すべり防止区域維持管理委託料
金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）02農業総務費（大事業）05地すべり防止区域維持
管理受託事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

②

対　象

263

決算書頁

253

事
務
事
業
の
概
要

300,000円

基本事業

事務事業名 地すべり防止区域維持管理受託事業
課長　岩野　庄司担当

部署

年度

地すべり防止地域に指定された府中・大谷地区

農林水産省農村振興局所管県管理にかかる地すべり防止区域の維持管理を受託して行う。

300,000円

　

農業・農村の多面的機能維持向上

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-02-05-01

計

評価責任者・連絡先

事業期間

（府中地区）：外山・坂之下・東条・西条・

目　的

3-2

産業振興部農村整備課

Ｈ16農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9718

農林水産省農村振興局所管県管理に係る地すべり防止区域維持管理事業により、地すべり等防止法（昭和33年法律第30
号）第３条の規定により府中地区・三田地区の地すべり区域の巡視管理・状況調査の委託を行いました。

　・府中地区（外山・坂之下・東条・西条・土橋・山神）　Ａ＝392.9ｈａ
　・三田地区（大谷）　Ａ＝36.3ｈａ
  ・管理総面積 　Ａ＝429.2ｈａ

名称

100%

1,863

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

13

1,074

0.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

1,077

21 21

1,853

業務量

人 人0.00

事
業
費

合計（A）

0.10 人

0

1,563

0　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

0

0

300

人件費

777

300

令和４年度単位

達成

0

774

0

0

300

人

1,563

　その他 0

0.10

指標化できない成果

人
件
費

1,553

0

13

310



-

－
方
　
向

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

681,789

人

0

指標の説明

－

業務量

－
目標

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.00

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.00

0 0

0.00

0

人

0

0

再任用職員

0

0 0

0

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

680,684

0

・総務省の通知に基づく繰出金（補助・負担金）
については、地方交付税等において考慮するも
のとされています。

0

総務省通知「地方公営企業繰出金について」

経費
負担金、補助及び交付金

摘要

1,074,613円

680,503,524円

農業集落排水事業補助

農業集落排水事業負担金

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）02農業総務費（大事業）07下水道事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

①

対　象

264

決算書頁

253

事
務
事
業
の
概
要

679,428,911円

基本事業

事務事業名 農業集落排水事業
課長　田中　広巳担当

部署

年度

農業集落排水事業

農業集落排水処理施設の経営健全化を図る。

持続可能な財政運営

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-02-07-01

計

評価責任者・連絡先

事業期間

目　的

7-2

財務部財政課

Ｈ29財政運営 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9608

下水道事業会計農業集落排水事業において、農業集落排水処理施設の経営健全化を図るため、施設維持管理に要する直
接的経費については使用料で賄うこととし、一般会計から次のとおり補助しました。

【農業集落排水事業補助】
・下水道事業債の償還に要する経費（元金・利息）
・下水道事業人件費に要する経費

【農業集落排水事業負担金】
・大山田農業集落家庭生活雑排水処理施設の維持管理に要する経費

名称

680,283

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

7,754

680,684

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

680,504

7,511 7,639

681,789

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

0.00 人

0

0

680,504　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

681,789

0

680,283

人件費

0

680,684

令和４年度単位

達成

0

0

成果を求める事業ではない。

680,283

0

680,504

人

0

　その他 0

0.00

指標化できない成果

人
件
費

0

0

0.00

7,624

311



-

継続
方
　
向

各団体が掲げている課題や目標を再認識する必要があります。

交付や助成を行う各関係団体の役割を明確にし、それぞれの団体の運営管理の認識を強化します。
また、引続き研修会等を開催して、各関係団体の育成を図ります。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

7

1,007

人

0

指標の説明

認定農業者協議会の会議や
研修会等の回数を成果指標と
する。

業務量

8
認定農業者協議会の研
修会等の開催回数

5

目標
回

9 10

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.16

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.04

1,243 1,243

0.00

0

人

0

0

再任用職員

0

11,600 0

1,238

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

1,002

0

0

伊賀園芸振興協議会負担金

産業振興部関係補助金等交付要綱

66,000円

経費
使用料及び賃借料

摘要

202,000円

323,500円

      同　三重県支部会費　5,000円

青蓮寺開発地域営農対策協議会経費分担金

838,500円

寺田地区共同農機具保管庫用敷地賃貸借料

伊賀ふるさと農業振興協議会負担金

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）03農業振興費（大事業）01農業振興経費

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

③

対　象

青空ネット伊賀（青空市推進協議会）支援事業補助金

265

決算書頁

253

事
務
事
業
の
概
要

72,000円

基本事業

70,000円

事務事業名 農業振興事務経費

45,000円 全国山村振興連盟会費　40,000円

課長　堀　久仁寿担当
部署

60,000円

年度

農林政策に係る関係機関

関係機関との連携や情報収集・提供によって、円滑な事業推進を図る

負担金、補助及び交付金

担い手の確保・育成

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-03-01-01

計

評価責任者・連絡先

事業期間

伊賀農業改良普及事業協議会負担金

目　的

3-2

産業振興部農林振興課

Ｈ16農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9712

各関係機関・団体の活動を助成することにより、持続的な組織の育成を図り、特色ある地域農林業の確立に努めました。

名称

50%

15,367

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

26

2,240

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

2,082

170 26

2,250

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

0.16 人

0

313

839　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

1,007

0

15,054

人件費

1,243

1,002

令和４年度単位

達成

0

1,238

2,070

1,384

839

人

313

　その他 0

0.16

指標化できない成果

人
件
費

1,243

0

0.00

24

312



-

継続
方
　
向

農業委員や農地利用最適化推進委員に啓発したこともあり、当該事業の相談が増加しましたが、予算不足となり、事業を
活用していただけない経営体もありました。

確保した予算を有効活用していくためには、引き続き事業の啓発は必要ですが、事業活用可能な耕作放棄を絞っていくこ
とも必要であると考えられます。また、移住希望者も増加していることから、移住担当者との連携強化も図っていきます。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

4

170

人

0

指標の説明

耕作放棄地の活用のため、取
組、農地として活用可能となる
農地面積

業務量

4
交付面積　・　農地面積

3.3

目標
10ａ

10 15

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.10

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.02

777 777

0.00

0

人

0

0

再任用職員

0

0 0

774

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

170

0

0

（中柘植地区：3,387㎡）

伊賀市耕作放棄地再生事業補助金交付要綱

経費 摘要

169,000円

169,000円

金額

整理番号

基
本
情
報

負担金、補助及び交付金

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）03農業振興費（大事業）01農業振興経費

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

①

対　象

266

決算書頁

253

事
務
事
業
の
概
要

基本事業

事務事業名 耕作放棄地再生利活用対策事業
課長　堀　久仁寿担当

部署

年度

市内に所在する耕作放棄地（農業振興地域内農用地に限る）の解消する事業主

耕作放棄地面積の減少および作物収量の向上

農畜産物の生産振興

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-03-01-02

計

評価責任者・連絡先

事業期間

耕作放棄地再生事業補助金

目　的

3-2

産業振興部農林振興課

Ｈ16農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9712

耕作放棄地再生活動を計画する事業体に対し、10aあたりの単価を設定し交付金の補助を行いました。
補助金の単価として、
　・耕作放棄地を解消し、菜種の作付けが見込まれる農地・・・10aあたり50,000円
　・耕作放棄地を解消し、有機農業による作物の作付けが見込まれる農地・・・10aあたり50,000円
　・上記以外で耕作放棄地を再生する農地・・・10aあたり30,000円の３タイプを挙げています。
令和３年度では、中柘植地区の１経営体が事業を実施し、菜種を作付けることを目的として3,387㎡の耕作放棄地を再生しま
した。

名称

82.5％

272

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

11

944

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

946

4 11

947

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

0.10 人

0

157

169　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

170

0

115

人件費

777

170

令和４年度単位

達成

0

774

115

0

169

人

157

　その他 0

0.10

指標化できない成果

人
件
費

777

0

0.00

11

313



-

継続
方
　
向

農業者の後継者不足等により耕作されない農地がさらに増えることが懸念されます。

引続き、優良農地の確保及び転用の制限に努め、法律に基づき適切に事務を進める必要があります。また、中山間地域
等直接支払交付金事業や多面的機能支払交付金事業の担当者と連携を図りながら事業の啓発に努めます。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

6255

126

人

0

指標の説明

減少傾向にある農用地面積を
抑制する

業務量

6253
農用地面積

6255

目標
ha

6251 6249

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.44

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.40

3,417 3,417

0.00

0

人

0

0

再任用職員

0

0 0

3,405

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

38

88

0

0

農業振興地域の整備に関する法律、農地法、伊賀市農業委振興地域整備促進協議会条例、伊賀市農業振興地域整備計
画

13,098円

　 摘要

96,000円

農業振興地域整備促進協議会委員旅費

109,098円

金額

整理番号

基
本
情
報

報酬

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）03農業振興費（大事業）02農業振興地域整備計画
促進事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

①

対　象

267

決算書頁

253

事
務
事
業
の
概
要

基本事業

旅費

事務事業名 農業振興地域整備計画促進事業
課長　堀　久仁寿担当

部署

年度

農業振興地域

農業振興地域内の農地転用の制限により、優良農地の減少を抑制する

農畜産物の生産振興

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-03-02-01

計

評価責任者・連絡先

事業期間

農業振興地域整備促進協議会委員報酬

目　的

3-2

産業振興部農林振興課

Ｈ16農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9712

農業振興地域整備計画の変更について、「農業振興地域の整備に関する法律」及び「農地法」に基づき、適正な管理を行い
ました。
【一般管理】
　年２回募集を行い、農用地利用計画の変更（編入、除外）手続き等を行いました。
　・第１回（８月１５日～９月３０日まで）            編入　　    １件　   33,562㎡
                                                           除外        １件　　  5,271㎡
　・第２回（２月１５日～３月３１日まで）            編入        ４件　  1,146.7㎡
                                                           除外      　３件　  11,605㎡
【軽微変更】
　随時募集しており、農用地利用計画の変更（１ha未満の用途変更）手続き等を行いました。
                                                     用途変更        １件　      994㎡

名称

100%

3,216

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

41

3,531

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

3,526

36 40

3,543

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

0.44 人

0

3,125

109　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

118

0

91

人件費

3,417

126

令和４年度単位

達成

0

3,405

91

0

109

人

3,125

　その他 8

0.44

指標化できない成果

人
件
費

3,417

0

0.00

40

314



-

継続
方
　
向

農業者の高齢化・後継者や担い手不足・採算性の悪化等により、競争力のある産業として維持していくのが困難になって
きています。

安全・安心な食料の安定供給をはじめ、多様な価値を提供する農業・農村の役割を鑑み、健全かつ持続的な展開を図る
ためには、担い手の育成とフォローアップに努めていく必要があります。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

230

304

人

0

指標の説明

農業経営基盤強化の促進に
関する基本的な構想に合致す
る農業経営体数

業務量

233
認定農業者数

214

目標
人

236 240

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.43

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.25

3,339 3,339

0.00

0

人

0

0

再任用職員

0

0 0

3,327

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

298

0

0

農業経営基盤強化促進協議会委員旅費

農業経営基盤強化促進法、伊賀市農業経営基盤強化促進協議会条例、農業委経基盤の強化の促進に関する基本的な構
想

経費 摘要

204,000円

230,603円

農業経営基盤強化促進協議会委員報酬

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）03農業振興費（大事業）03地域農政推進対策事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

③

対　象

26,603円

268

決算書頁

255

事
務
事
業
の
概
要

基本事業

26,603円

事務事業名 農業経営基盤強化促進事業
課長　堀　久仁寿担当

部署

年度

農業者の経営改善の推進

農業経営改善計画の審査を行い担い手を育成する

204,000円報酬

担い手の確保・育成

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-03-03-01

計

旅費

評価責任者・連絡先

事業期間

目　的

3-2

産業振興部農林振興課

Ｈ16農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9712

　農業者から申請された農業経営改善計画を、伊賀市農業経営基盤強化促進基本構想に示された農業経営の目標に沿っ
て審査を行い、認定します。
　農業経営改善計画は新規１２件、更新４４件、変更４件、青年等就農計画は新規３件を認定しました。

名称

93％

2,181

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

42

3,625

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

3,570

25 41

3,643

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

0.43 人

0

1,953

231　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

304

0

228

人件費

3,339

298

令和４年度単位

達成

0

3,327

228

0

231

人

1,953

　その他 0

0.43

指標化できない成果

人
件
費

3,339

0

0.00

40

315



-

継続
方
　
向

農業者の高齢化や後継者不足が深刻な課題となっています。

地域の中心となる経営体への農地の集積や就農移住を含めた新規就農者の確保のため、継続する必要があります。
人・農地プランの策定地区の増加のため、県、ＪＡと連携を図りながら積極的に地域へ出向き、意見交換の場を設けます。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

430

実績

240

430

人

0

指標の説明

「人・農地プラン」に位置づけ
られた経営体数（延数）

業務量

243
中心となる経営体の数

240

目標
体

246 250

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.63

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.50

4,892 4,892

0.00

0

人

0

0

再任用職員

430

0 0

4,875

人

人人

175

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

0

0

経営継承・発展等支援事業交付金　174,680円300

人農地問題解決加速化支援事業実施要綱（～R2）、経営継承・発展等支援事業実施要綱（R3）

9,805円

経費 摘要

21,275円

138,000円

消耗品費（事務用品等）

174,680円

委員報酬

金額

整理番号

基
本
情
報

旅費

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）03農業振興費（大事業）03地域農政推進対策事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

②

対　象

資料地図印刷

269

決算書頁

255

事
務
事
業
の
概
要

基本事業

　消耗品費

事務事業名 人・農地プラン作成事業
課長　堀　久仁寿担当

部署

5,600円

年度

集落、地域、農業者

持続可能な農業を実現するため、地域の中心となる経営体を確保し、農地集積を進める

報酬

農業・農村の多面的機能維持向上

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-03-03-02

計

需用費

　印刷製本費

評価責任者・連絡先

事業期間

委員旅費

目　的

3-2

産業振興部農林振興課

Ｈ16農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9712

　集落、地域での話し合いにより、地域の中心となる経営体への農地集積など、地域農業のあり方を記載した「人・農地プラ
ン」の作成等、必要な支援を行いました。
　説明会については、新型コロナウィルス感染拡大を考慮し、開催はできませんでしたが、要請のあった地区には三重県、Ｊ
Ａ伊賀ふるさとと連携しながら随時出向いて意見交換等を行いました。
　令和３年度においては、新規で２プランの作成があり、既設プランについては６プランの見直しをおこないました。
　また、プランの新規作成や更新に伴い、プランに位置付けられた経営体の延数が240となりました。

名称

100%

4,336

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

59

5,175

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

5,067

48 60

5,322

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

0.63 人

0

3,906

0　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

0

0

430

人件費

4,892

300

令和４年度単位

達成

0

4,875

0

0

175

人

3,906

　その他 0

0.63

指標化できない成果

人
件
費

4,892

0

0.00

57

316



-

継続
方
　
向

交付要件が多く国の予算の都合もあり、採択となる基準が年々高くなる傾向にあります。

新規就農者が安定した営農をできるように、相談があった際は伊賀農林事務所、ＪＡと連携して採択となるよう進めます。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

6,929

実績

6

8,272

人

0

指標の説明

農業次世代人材投資資金を
交付した人数

業務量

6
農業次世代人材投資資
金交付者数

5

目標
人

6 6

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.70

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.70

5,435 5,435

0.00

0

人

0

5,784

再任用職員

8,272

0 0

5,416

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

0

0

新規就農者総合支援事業費補助金
　5,783,484円

8,864

農業次世代人材投資資金

新規就農者育成総合対策実要綱、伊賀市農業次世代人材投資事業実施要綱

経費 摘要

1,924円

18,000円

5,783,724円

中間評価会　委員謝礼

金額

整理番号

基
本
情
報

旅費

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）03農業振興費（大事業）03地域農政推進対策事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

③

対　象

5,763,800円

270

決算書頁

255

事
務
事
業
の
概
要

基本事業

5,763,800円

事務事業名 新規就農者総合支援事業
課長　堀　久仁寿担当

部署

年度

独立・自営就農時の年齢が原則49歳以下で、青年等就農計画の認定を受けている新規就農者

新規就農者に資金を交付することで、就農意欲の喚起と就農後の定着を図る

18,000円報償費

担い手の確保・育成

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-03-03-03

計

負担金、補助及び交付金

評価責任者・連絡先

事業期間

1,924円中間評価会　委員旅費

目　的

3-2

産業振興部農林振興課

Ｈ16農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9712

　青年の就農意欲の喚起と就農後の定着を図るため、経営が不安定な就農直後（５年以内）の所得を確保する資金を最長５
年交付します。
　令和３年度は合計５名（内夫婦２名）に資金の交付（計5,763,800円）を行いました。
　また、３年目の資金交付前に交付継続を判定する中間評価会を５名に対して実施し、５名が交付継続となりました。

名称

83％

12,397

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

163

14,280

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

11,219

137 154

13,707

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

0.70 人

0

5,468

0　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

0

0

6,929

人件費

5,435

8,864

令和４年度単位

達成

0

5,416

0

0

5,784

人

5,468

　その他 0

0.70

指標化できない成果

人
件
費

5,435

0

0.00

126

317



-

継続
方
　
向

地域の中心となる経営体へ農地集積を進める必要があるが、農業者の高齢化や後継者不足が深刻な課題となっていま
す。

三重県、ＪＡ伊賀ふるさとと連携を図りながら、引き続き「人・農地プラン」や「農地中間管理機構」活用の推進に努めます。
また、制度や機構集積協力金の概要の周知等も積極的に進めます。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

1,734

実績

750

15,867

人

0

指標の説明

農地中間管理機構を活用して
いる合計面積

業務量

760
機構活用面積

754

目標
ha

770 780

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.37

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.35

2,873 2,873

0.00

0

人

0

7,829

再任用職員

14,400

0 0

2,863

人

人人

1,688

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

823

0

1,617

農用地利用集積特別対策事業費補助金
7,829,000円
中間管理事業業務委託金　1,688,453円

10,400

作業服

農地集積・集約化等対策事業実施要綱

46,200円

負担金、補助及び交付金 7,829,000円

経費 摘要

1,630,873円

11,380円

使用料及び賃借料

地域集積協力金      

ＰＰＣ用紙

9,517,453円

旅費

金額

整理番号

基
本
情
報

消耗品費

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）03農業振興費（大事業）03地域農政推進対策事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

②

対　象

7,829,000円

その他事務用 1,024,104円

163,790円

85,690円

271

決算書頁

255

事
務
事
業
の
概
要

基本事業

事務事業名 農地集積協力金交付事業

46,200円 機械器具借上料

課長　堀　久仁寿担当
部署

年度

集落、地域、農業者

地域の中心経営体への農地集積や分散錯圃の解消を目的に、農地中間管理事業を促進する

11,380円旅費

農業・農村の多面的機能維持向上

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-03-03-04

計

評価責任者・連絡先

事業期間

357,289円カラー複合機パフォーマンス料（モノクロ・カラー）

目　的

3-2

産業振興部農林振興課

Ｈ16農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9712

　担い手への農地集積・集約化を加速するため、農地中間管理機構を通じて農地を貸し付けた地域に対し協力金を交付しま
した。
【地域集積協力金】
　人・農地プランに基づき農地中間管理機構にまとまった農地を貸し付けた場合、集積割合に応じて地域に対し交付する協
力金
　（令和３年度実績：５地区　　農地中間管理機構への貸付面積：約56.21ha）
【経営転換協力金】
　人・農地プランに基づき機構へ自作地を貸し付けた農業者等で、 農業部門の減少により経営転換する農業者や、リタイア
する農業者などに交付する協力金
　（令和３年度実績なし）

名称

101%

8,065

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

179

15,703

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

13,986

90 228

20,336

業務量

人 人 1.001.00

事
業
費

合計（A）

1.00

0.37 人

0

4,641

0　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 1.00

1,596 1,596

人

0

0

3,424

人件費

4,469

11,223

令和４年度単位

達成

0

4,480

0

1,690

9,517

人

2,734

　その他 1,467

0.37

指標化できない成果

人
件
費

4,469

1,907

0.00

157

318



-

継続
方
　
向

融資機関と農業者の都合で、融資条件が変更となる場合があります。

融資条件の変更により利子補給額に変動がある場合は、内容によっては認めないなど基準を定める必要があります。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

91

実績

100

1,192

人

0

指標の説明

申請者に対して利子補給した
率を対象とする

業務量

100
対象者適用比率

100

目標
％

100 100

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.08

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.10

622 622

0.00

0

人

0

66

再任用職員

125

0 0

619

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

1,004

0

農業経営基盤強化資金利子補給補助金
　65,828円

123

中核農業者育成資金利子助成金

産業振興部関係補助金等交付要綱

経費 摘要

952,665円

952,665円

農業経営基盤強化資金利子助成金

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）03農業振興費（大事業）04農業経営基盤強化資金
等利子助成事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

①

対　象

745,991円

272

決算書頁

255

事
務
事
業
の
概
要

基本事業

事務事業名 農業経営基盤強化資金等利子助成事業
課長　堀　久仁寿担当

部署

年度

認定農業者

農業経営改善計画を実践し、経営規模の拡大及び経営の効率化を図る

206,674円負担金、補助及び交付金

農畜産物の生産振興

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-03-04-01

計

評価責任者・連絡先

事業期間

目　的

3-2

産業振興部農林振興課

Ｈ16農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9712

認定農業者が借り入れた農業制度資金の借入利子の一部を助成しました。

　農業経営基盤強化資金利子助成　　3件　　206,674円
　農業経営近代化資金利子助成 　　 64件　　745,991円

名称

100％

1,788

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

20

1,746

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

1,575

20 21

1,814

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

0.08 人

0

782

887　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

1,067

0

1,006

人件費

622

1,127

令和４年度単位

達成

0

619

915

0

953

人

782

　その他 0

0.08

指標化できない成果

人
件
費

622

0

0.00

18

319



-

継続
方
　
向

獣害防止施設の交付要件は原則２戸以上の農家による共同設置を対象としているが、農家戸数の減少で申請不可とな
り、鳥獣被害防止活動が出来ずに農地を放棄する悪循環の可能性が高くなってきています。

獣害防止施設設置事業補助金要綱の改正により、共同設置が困難な農地の獣害防止施設費用への補助を可能としま
す。
また、市ホームページ等を活用し、、改正内容の周知に努めます。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

24

9,230

人

0

指標の説明

侵入防止柵の耐用年数を把
握し、更新・修繕が必要な地
区のハード事業申請数

業務量

25
侵入防止柵の修繕を実
施する地区数

24

目標
％

19 26

令和６年度令和３年度 令和５年度

1.00

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

1.05

7,764 7,764

0.00

0

人

0

0

再任用職員

250

0 0

7,737

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

8,647

0

0

捕獲実証実験用資材

伊賀市鳥獣害に負けない地域づくり推進事業実施要領、伊賀市獣害防止施設設置事業補助金交付要綱

368,200円

経費
伊賀市鳥獣害対策協議会事業負担金

摘要

獣害防止施設設置事業補助金

事務費

7,565,191円

ソフト事業

ハード事業

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）03農業振興費（大事業）05鳥獣害防止事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

③

対　象

181,317円

196,680円

273

決算書頁

255

事
務
事
業
の
概
要

7,196,991円

基本事業

事務事業名 鳥獣害防止事業

368,200円 補助件数　４件

課長　堀　久仁寿担当
部署

年度

鳥獣害被害を被る農山村住民

有害鳥獣の侵入を防ぎ被害の防除、軽減による農業経営の安定化、住環境の向上を図る

3,037,432円

3,406,562円

担い手の確保・育成

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-03-05-01

計

評価責任者・連絡先

事業期間

375,000円ニホンザル頭数調査費

目　的

3-2

産業振興部農林振興課

Ｈ16農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9712

●伊賀市鳥獣害対策協議会として事業を実施する、ソフト・ハード事業に要する経費の一部を負担しました。
　〇ソフト事業：21自治協　　合計3,037,432円
　　・普及啓発活動：1,846円　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・自治協で管理する捕獲檻、わなの購入：1,546,992円
　　・狩猟免許取得9名への免許取得経費：143,768円  　　・防止体制の整備：255,020円
　　・追い払い資材：1,097,306円
　〇ハード事業：13自治協（24地区）　　合計3,406,562円　（事業費3,891,468円－地域からの地元負担金484,906円）
　〇ニホンザル頭数調査費：375,000円　（事業費500,000円－鳥獣被害防止総合対策交付金125,000円）
　〇捕獲実証実験用資材：196,680円
　〇事務費181,317円
●獣害防止施設事業補助金：368,200円
　　農山村の鳥獣害を防止するため、市内の農地所有者に対し、電気柵等の共同防止設備設置に必要な購入資材の資材
　費の20％を補助し、４件の申請者に支出しました。

名称

100%

17,652

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

187

16,384

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

15,329

195 191

16,994

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

1.00 人

0

8,202

7,565　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

8,980

0

9,450

人件費

7,764

8,647

令和４年度単位

達成

0

7,737

9,450

0

7,565

人

8,202

　その他 0

1.00

指標化できない成果

人
件
費

7,764

0

0.00

172

320



-

継続
方
　
向

伊賀米の一等米比率は、天候に左右されやすいため安定した品質の確保が課題となっています。
協議会の運営については、伊賀市の意見や要望等が反映されるようにする必要があります。
伊賀米の安定した出荷量が確保できるよう協議会の運営を行う必要があります。

品質の向上に向けた、データの収集を行います。
伊賀米の認知度は、全国的に見てもまだ低く今後、さらなるPRを行っていきます。
伊賀米のさらなるブランド価値の向上を目指し、その方法について検討します。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

16,032

実績

70％

16,654

人

0

指標の説明

農産物検査における一等米
の比率

業務量

70％
伊賀米の一等比率

74％

目標
％

70％ 70％

令和６年度令和３年度 令和５年度

1.19

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

1.40

9,240 9,240

0.00

0

人

0

24,581

再任用職員

14,169

0 0

13,076

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

2,485

1,617

経営所得安定対策等推進事業費補助金
 　　14,397,000円
　　　　　　　　　　（会計年度任用職員分含む）
米・麦・大豆生産総合対策事業費補助金
　　　12,113,520円

12,476

燃料費

経営所得安定対策等推進事業実施要綱、伊賀米振興協議会規約

2,485,000円

経費 摘要

1,510円

12,446,000円

伊賀米振興協議会負担金

27,066,927円

伊賀市農業再生協議会業務委託料

金額

整理番号

基
本
情
報

需用費

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）03農業振興費（大事業）06伊賀米等生産振興対策
事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

①

対　象

米・麦・大豆生産総合対策事業費補助金

274

決算書頁

255

事
務
事
業
の
概
要

基本事業

20,897円

負担金、補助及び交付金

事務事業名 伊賀米生産振興経費
課長　堀　久仁寿担当

部署

12,113,520円

年度

伊賀米生産農業者、関係事業者及び地域の消費者、経営所得安定対策対象農業者

伊賀米の生産基盤保持や安全安心な体制構築、経営所得安定対策等や伊賀米普及事業を推進する

委託料

農畜産物の生産振興

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-03-06-01

計

評価責任者・連絡先

事業期間

消耗品

目　的

3-2

産業振興部農林振興課

Ｈ16農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9712

稲作栽培の技術向上及び米の品質向上を図り、「伊賀米」ブランドの普及、販売拡大に努めました。
また、国の対策である経営所得安定対策の実施に必要な推進活動及び事務を実施しました。

伊賀市農業再生協議会業務委託料
　委託先：伊賀市農業再生協議会
　主な業務：経営所得安定対策の推進及び関係事務
　　　　　　　　営農計画書の配布件数は約7,000件です。

麦大豆生産性向上補助金
　市内の申請者３団体に機械導入費の２分の１の助成、及び小麦の耕作における新技術の導入について、補助金の交付を
行いました。

名称

105.7％

27,590

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

338

29,654

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

37,903

305 308

27,490

業務量

人 人 1.001.00

事
業
費

合計（A）

1.00

1.69 人

0

10,936

2,486　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

1,596 1,596

人

2,485

0

16,654

人件費

10,836

14,961

令和４年度単位

達成

0

14,693

622

0

27,067

人

10,936

　その他 0

1.19

指標化できない成果

人
件
費

10,836

0

0.00

425

321



-

継続
方
　
向

令和２年度から令和６年度までの第５期対策において、65集落協定が作成されました。令和３年度に新たに５集落が作成
されましたが、高齢化や後継者不足により協定の活動を維持することは容易ではありません。集落内の話し合い等により
活動を継続できるよう支援していきます。

現地確認や実績報告ヒアリング時に集落協定代表者から現状と課題の聞き取りをし、先進的な取り組みを行う集落の事
例を紹介したり、集落代表者の事務負担が軽減されるような支援を取り組んでいきます。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

78,566

実績

70

120,824

人

0

指標の説明

集落協定内容を遵守し活動が
できる組織の数

業務量

72
集落協定の活動ができる
組織

70

目標
件

72 72

令和６年度令和３年度 令和５年度

1.18

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

2.00

9,162 9,162

0.00

0

人

0

85,169

再任用職員

84,857

0 0

12,999

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

37,727

0

中山間地域等直接支払交付金
84,654,969円
中山間地域等直接支払推進事業費補助金
514,000円

91,210

中山間地域等直接支払制度支援システム

農業の有する多面的機能の発揮の促進に関する法律、産業振興部関係補助金等交付要綱

経費 摘要

33,520円

119,423,406円

119,937,406円

中山間地域等直接支払交付金

金額

整理番号

基
本
情
報

消耗品費

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）03農業振興費（大事業）07中山間地域等直接支払
交付金事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

②

対　象

275

決算書頁

255

事
務
事
業
の
概
要

基本事業

480,480円

事務事業名 中山間地域等直接支払交付金事業
課長　堀　久仁寿担当

部署

年度

集落協定締結集落及び集落協定参加者

農業生産条件の不利な中山間地域等において集落等を単位に農用地を維持・管理し、農地の有する多面的機能を発揮する取組を行う

負担金、補助及び交付金

農業・農村の多面的機能維持向上

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-03-07-01

計

電算機借上料

評価責任者・連絡先

事業期間

目　的

3-2

産業振興部農林振興課

Ｈ16農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9712

中山間地域等直接支払交付金第5期対策の集落協定作成の指導を行いました。
集落協定締結集落に対して、中山間地域等直接支払交付金を交付しました。
また、新規取組集落の相談を実施し事業を推進しました。

交付金額（体制整備単価）
　水田急傾斜：21,000円/10ａ、水田緩傾斜：8,000円/10ａ、畑急傾斜：11,500円/10ａ、畑緩傾斜3,500円/10ａ
集落協定地区
　65集落（令和２年度実績）、70集落（令和３年度実績）　取組面積　883ha　交付金合計　119,423,406円

名称

100％

127,777

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

1,617

141,936

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

129,099

1,411 1,457

129,986

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

1.68 人

0

15,622

34,768　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

35,967

0

112,155

人件費

9,162

128,937

令和４年度単位

達成

0

12,999

33,589

0

119,937

人

15,622

　その他 0

1.18

指標化できない成果

人
件
費

9,162

0

0.00

1,447

322



-

継続
方
　
向

平成29年度に利用者が激減しましたが、食の安全や環境問題について考える方や、蜜を回避できるレジャーとして社会的
に認知されてきており、現在は、回復傾向にあります。
ホームページ等を活用できていない部分が多いため、認知度としては、低くなっています。
高齢化による利用率の減少がみられるため、広報誌、広告、ケーブルテレビ、SNSなどを活用し、広く知ってもらう必要が
あります。

定期的なホームページの更新、ブルーベリー収穫などのイベント情報をSNSを活用した発信など若い世代をターゲットとし
たデジタルマーケティングの取組みを行います。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

120

6,071

人

0

指標の説明

市民ふれあい農園の貸付利
用区画数

業務量

130
市民ふれあい農園利用
区画数

99

目標
区画

140 150

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.05

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.20

389 389

0.00

0

人

0

0

再任用職員

0

0 0

387

人

人人

32

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

32

6,146

0

行政財産使用許可
 （自動販売機設置にかかる使用料）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32,000円

0

土地建物借上料

伊賀市農業公園の設置及び管理に関する条例、伊賀市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例

110,000円

負担金、補助及び交付金 26,769円

経費 摘要

5,144,000円

青蓮寺用水供給事業負担金

修繕料

5,999,684円

農業公園指定管理料

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）03農業振興費（大事業）08農業公園管理経費

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

①

対　象

消耗品費

276

決算書頁

255

事
務
事
業
の
概
要

基本事業

713,965円

需用費

事務事業名 農業公園管理経費
課長　堀　久仁寿担当

部署

4,950円

年度

市民ふれあい農園利用者及び伊賀市農業公園利用者

市民ふれあい農園の利用者を増加させ、農業振興施策に繋げる

委託料

農畜産物の生産振興

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-03-08-01

計

使用料及び賃借料

評価責任者・連絡先

事業期間

　指定管理者：明日が楽しみな里づくり委員会

目　的

3-2

産業振興部農林振興課

Ｈ16農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9712

市民の憩い、交流、農業体験を促進し、市民のふれあい及び健康づくり、地域の活性化を図りました。

　・市民ふれあい農園契約区画数　　99区画　（総区画数：246区画）

  ・イベント　　秋の収穫祭（どろんこ芋掘り）      参加者：     138人
　　　　　　　　 保育園芋ほり体験　　　　　　    　　参加者：        7人
　　　　　　　　 ブルーベリー収穫体験              参加者：延べ293人

名称

82.5％

7,569

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

75

6,565

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

6,389

84 73

6,460

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

0.05 人

0

1,563

5,968　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

6,039

0

6,006

人件費

389

6,178

令和４年度単位

達成

0

387

5,975

31

6,000

人

1,563

　その他 32

0.05

指標化できない成果

人
件
費

389

0

0.00

72

323



-

改善
方
　
向

施設及び設備の老朽化により、随時修繕が必要な状況です。新型コロナウイルス感染の影響により、利用者数は昨年度
に比べ微増だが低調なため、利用者増に取り組む必要があります。

限られた予算のため、優先順位を付け修繕を実施してきました。また、感染対策を取りつつ、施設利用の周知など利用者
増に取り組みます。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

10,000

3,700

人

0

指標の説明

大山田農村環境改善センター
の利用者数

業務量

10,000
利用者数

3,030

目標
人

10,000 10,000

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.16

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.25

1,243 1,243

0.00

0

人

0

0

再任用職員

0

0 0

1,238

人

人人

46

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

150

4,642

0

大山田農村環境改善センター使用料　46,035円0

修繕費

大山田農村環境改善センターの設置及び管理に関する条例 ・大山田農村環境改善センター管理規則

土地建物借上料・機械器具借上料

1,254,000円

112,200円

使用料及び賃借料 699,000円

経費
需用費

摘要

清掃

手数料

3,571,097円

消耗品費

燃料費

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）03農業振興費（大事業）09農村環境改善センター維
持管理経費

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

②

対　象

463,598円

施設維持管理 429,000円

189,200円

277

決算書頁

257

事
務
事
業
の
概
要

613,299円

基本事業

役務費

事務事業名 農村環境改善センター維持管理経費

設備保守点検

課長　井上　忠生担当
部署

2,146,598円

年度

農村環境改善センターの利用者

改善センターの維持管理業務を行い、市民各種団体による各種会議・各種講座に利用できる。

30,997円

267,812円

公有財産の有効活用

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-03-09-01

計

委託料

評価責任者・連絡先

事業期間

125,290円光熱水費

目　的

7-2

大山田支所振興課

Ｈ16財政運営 年度～

部 ・ 課名 等

0595-47-1150

保守点検や検査を継続して実施し、不良箇所や施設の必要な修繕を行いました。
夜間・休日の利用については、会計年度任用職員を雇用して対応しました。

名称

30.3%

5,525

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

69

6,030

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

4,815

62 56

4,943

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

0.16 人

0

1,953

3,526　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

3,550

0

3,572

人件費

1,243

4,792

令和４年度単位

達成

0

1,238

3,556

16

3,572

人

1,953

　その他 150

0.16

指標化できない成果

人
件
費

1,243

0

0.00

54

324



-

継続
方
　
向

水田を活用した搾油用菜種の栽培は収量が伸び悩んでいます。
排水対策、雑草対策、連作などの原因が考えられます。

収量向上のため菜の花プロジェクトを通じ、栽培者に助言を行うほか、新規栽培を検討する農家や組織に向けた栽培講
習会を開催します。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

21000

1,579

人

0

指標の説明

市内で収穫・出荷された菜種
の数量

業務量

22000
菜種の生産数量

14019

目標
kg

23000 24000

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.27

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.10

2,097 2,097

0.00

0

人

0

0

再任用職員

0

0 0

2,089

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

1,579

0

0

令和４年度予算
　ふるさと応援基金　1,579,000円

0

伊賀市バイオマスタウン構想、伊賀市菜の花プロジェクト推進協議会規約

経費 摘要

479,730円

801,981円

1,281,711円

伊賀市菜の花プロジェクト推進業務委託料

金額

整理番号

基
本
情
報

消耗品費

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）03農業振興費（大事業）10地域バイオマス利活用
推進事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

①

対　象

278

決算書頁

257

事
務
事
業
の
概
要

基本事業

事務事業名 循環型農業実現モデル推進事業
課長　堀　久仁寿担当

部署

年度

菜の花プロジェクトに取り組む市民・団体（菜の花プロジェクト推進協議会を含む）、農村景観、地域経済

菜の花プロジェクトを推進し、遊休農地での菜の花栽培や特産品販売拡大を通じて地域活性化を図る

委託料

農畜産物の生産振興

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-03-10-01

計

評価責任者・連絡先

事業期間

菜種種子購入費等

目　的

3-2

産業振興部農林振興課

Ｈ16農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9712

　遊休農地を利用して菜の花等資源作物を栽培することで、農村地域の景観形成を図りながら循環型農業を目指す「菜の花
プロジェクト」を推進しました。
　また、菜の花プロジェクト推進協議会を通じて、菜の花を核とした活動により農村地域だけに限らず市街地も含めた地域活
性化を図りました。
　循環型農業を通じ、地域の活性化及び遊休農地の解消等の解決を図りました。

　令和３年度の種子配布の人数は、59人です。

名称

66.7%

2,157

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

42

3,668

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

3,379

24 42

3,676

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

0.27 人

0

782

1,282　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

1,579

0

1,375

人件費

2,097

1,579

令和４年度単位

達成

0

2,089

1,375

0

1,282

人

782

　その他 0

0.27

指標化できない成果

人
件
費

2,097

0

0.00

38

325



-

継続
方
　
向

スマイル給食のメニューについて、発注の数量を把握するのに時間を要するため、希望品目の準備が間に合わない場合
があります。

年間の使用量があらかじめわかるような計画を立てていきます。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

30

22,146

人

0

指標の説明

いがスマイル給食の品目数

業務量

30
いがスマイル給食の品目
数

31

目標
個

30 30

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.75

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.80

5,823 5,823

0.00

0

人

0

0

再任用職員

0

0 0

5,803

人

人人

20,694

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

21,956

195

0

ふるさと応援基金　20,693,947円0

食育推進計画策定委員報酬

伊賀市特産農産物等生産振興支援事業補助金交付要綱、食育基本法、伊賀市食育推進計画策定会議設置要綱

25,524円

経費 摘要

20,693,947円

811,550円

食育推進計画策定委員交通費

21,705,021円

特産農産物等生産振興支援事業助成金

金額

整理番号

基
本
情
報

需用費 賄材料費

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）03農業振興費（大事業）11特産農産物等振興事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

①

対　象

279

決算書頁

257

事
務
事
業
の
概
要

基本事業

174,000円

旅費

事務事業名 特産農産物等振興事業
課長　堀　久仁寿担当

部署

年度

特定の農産物を栽培する生産組織及び生産者。近隣及び大都市圏の消費者。

伊賀の特産食材の流通量の増加、生産意欲の向上、生産拡大を図る

負担金，補助及び補助金

農畜産物の生産振興

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-03-11-01

計

報酬

評価責任者・連絡先

事業期間

いがスマイル給食材料費

目　的

3-2

産業振興部農林振興課

Ｈ16農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9712

　特産農産物（搾油用菜種、アスパラガス）の生産、流通の構造改革を推進し、農産物の高付加価値化と栽培農家の経営向
上を図りました。
　　アスパラ     5,560本分のアスパラの株について交付金を交付しました。
　　菜種          12件、12,895ｋｇの搾油用菜種について交付金を交付しました。

　新型コロナウイルス感染症の影響により販売不振となった伊賀産食材を、「いがスマイル給食」として小中学校給食に提供
することにより、地産地消・食育推進を促しました。また、いがマイル給食を夏休みを除く月２回程度実施しました。
　　９施設　延べ150回

　伊賀市食育推進計画策定会議の委員の報酬を支払いました。

名称

103%

7,021

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

319

27,954

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

27,528

78 314

27,969

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

0.75 人

0

6,249

1,011　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

1,150

0

772

人件費

5,823

22,151

令和４年度単位

達成

0

5,803

772

0

21,705

人

6,249

　その他 20,996

0.75

指標化できない成果

人
件
費

5,823

0

0.00

309

326



-

継続
方
　
向

被害対策として有害捕獲の推進の継続のため、狩猟免許取得者の増加が必要です。
令和３年度の伊賀市猟友会会員数244名中134名の伊賀市猟友会員数が有害鳥獣捕獲に成果を出していますが、100名
以上の会員については、捕獲の実績がありません。

有害捕獲許可対象者の中には、捕獲頭数が少なく技術面で課題を持つ者もいるため、捕獲に関する技術研修を伊賀市猟
友会の協力で開催します。
安全対策経費の配分について、捕獲数の多い方と少ない方で支払額の上限設定を変更するなどして、伊賀市猟友会会員
の捕獲意欲を高めます。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

23,007

実績

2780

37,356

人

0

指標の説明

有害鳥獣を捕獲し、個体数を
調整します。
（イノシシ・シカ・サル）

業務量

2343
捕獲頭数

2783

目標
頭

2708 2708

令和６年度令和３年度 令和５年度

1.01

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

1.05

7,842 7,842

0.00

0

人

0

19,470

再任用職員

22,560

0 0

7,815

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

14,522

0

鳥獣被害防止緊急捕獲等対策交付金
19,470,000円

22,480

有害鳥獣駆除奨励委託料

鳥獣保護法、伊賀市鳥獣被害防止計画

消耗品費 1,649円

経費 摘要

25,131,000円

アライグマ捕獲檻用部品

31,590,649円

鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業　有害駆除報償費

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）03農業振興費（大事業）12有害鳥獣駆除事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

③

対　象

特定外来種駆除委託料

280

決算書頁

257

事
務
事
業
の
概
要

基本事業

5,745,500円

事務事業名 有害鳥獣駆除事業
課長　堀　久仁寿担当

部署

712,500円

年度

被害農家等、地元の猟友会及び会員

有害鳥獣個体数の減少による生息数の適正化及び農作物・畑作物被害の削減を図る

報償費

担い手の確保・育成

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-03-12-01

計

有害鳥獣駆除奨励事業

特定外来種駆除業務

評価責任者・連絡先

事業期間

　

目　的

3-2

産業振興部農林振興課

Ｈ16農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9712

●鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業 ： 有害鳥獣捕獲許可期間（令和３年４月１日～令和４年３月15日）に各住民自治協
議会からの依頼を受けて、農産物に被害を与える有害鳥獣（イノシシ・シカ・サル）の捕獲及び駆除を実施し、報償費を支出し
ました。
　〇報償費　支払件数：134名　　25,131,000円
　　・イノシシ  214頭（１頭   9,000円）    1,926,000円　　　　　　・シカ     2,565頭（１頭   9,000円）  23,085,000円
　　・サル         4頭（１頭  30,000円）     120,000円
●有害鳥獣駆除奨励事業 ： 有害鳥獣を捕獲する活動のために出動した出役手当、幼獣捕獲報償金、安全対策経費を支出
しました。
　〇委託料　支払件数：244名　　5,745,500円
　　・有害鳥獣捕獲出役料：3,691,500円（出役日数3,234日）　　　　　　　　　　　・安全対策費1,464,000円（1名 6,000円）
　　・幼獣捕獲報償金590,000円｟イノシシ80頭（１頭7,000円）・サル3頭（１頭10,000円）｠
●特定外来種駆除業務 ： 住民が捕獲したアライグマを引き取り、殺処分する業務の委託料を支出しました。
   ・特定外来種駆除委託料：712,500円（令和３年度処分回数75回・処分頭数263頭）※１回につき9,500円
　　委託先：伊賀市猟友会

名称

100.1

43,095

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

511

44,817

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

39,433

476 507

45,198

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

1.01 人

0

8,202

12,121　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

14,796

0

34,893

人件費

7,842

37,002

令和４年度単位

達成

0

7,815

11,886

0

31,591

人

8,202

　その他 0

1.01

指標化できない成果

人
件
費

7,842

0

0.00

442

327



-

継続
方
　
向

有機農業について、国は2050年に取組面積100万ha達成をめざしており、これは2018年比で約50倍になります。当市でも
環境保全型農業直接支払制度を活用し、取組面積の拡大をめざします。しかし、当交付金制度は取組農家に対する要件
が厳しく、制度を利用しない有機農業者も多く存在し、交付金対象面積の増加は容易ではありませんが、制度の周知等で
拡大を図ります。また、県特認として取組をおこなう梨の減農薬については、取組団体の生産意欲も高く、栽培面積を増や
していることから、事業対象面積の拡大をめざします。

交付金制度について、取り組みやすい制度に改正するよう国に要望します。取組農家に対して面積拡大の支援、また新規
取組検討をしている農家に対し、相談や事業説明を通して支援を行います。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

1,713

実績

24

2,896

人

0

指標の説明

環境保全型農業に取り組む
実施面積

業務量

26
取組面積

21.5

目標
ha

28 30

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.20

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.30

1,553 1,553

0.00

0

人

0

1,680

再任用職員

2,198

0 0

3,095

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

200

605

0

環境保全型農業直接支援対策交付金
1,680,050円
（本体1,588,050円、推進事務費92,000円）

1,913

燃料費

農業の有する多面的機能の発揮の促進に関する法律、産業振興部関係補助金等交付要綱

経費 摘要

92,000円

2,117,400円

2,209,400円

環境保全型農業直接支払交付金

金額

整理番号

基
本
情
報

需用費

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）03農業振興費（大事業）13環境保全型農業直接支
援対策事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

①

対　象

5,872円

281

決算書頁

257

事
務
事
業
の
概
要

基本事業

事務事業名 環境保全型農業直接支援対策事業
課長　堀　久仁寿担当

部署

年度

環境保全に効果の高い営農活動に取り組む農業者

地球温暖化防止や生物多様性保全等に貢献し、農業が有する自然循環機能を維持・増進する

2,117,400円負担金、補助及び交付金

農畜産物の生産振興

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-03-13-01

計

評価責任者・連絡先

事業期間

86,128円消耗品費

目　的

3-2

産業振興部農林振興課

Ｈ16農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9712

環境保全に効果の高い営農活動に取り組む農業者団体に対し、交付金を交付しました。
　【交付単価】
　　①有機農業の取組　　10aあたり  12,000円
　　②県特認の取組        10aあたり    8,000円
　【交付実績】
　　有機農業                                     6件    1,012a
　　カバークロップの取組                    1件        37a
　　県特認（梨の減農薬栽培）の取組  18件  　1,101a

名称

89.5%

4,599

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

67

5,813

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

3,763

51 50

4,449

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

0.40 人

0

2,344

530　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

698

0

2,255

人件費

1,553

2,718

令和４年度単位

達成

0

3,095

542

0

2,210

人

2,344

　その他 0

0.20

指標化できない成果

人
件
費

1,553

0

0.00

43

328



-

継続
方
　
向

搾油用菜種が不足していることにより、施設の稼働率が低くなっています。

新規の作付農家を募集による増加と収穫量の増加を目指します。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

7000

4,286

人

0

指標の説明

搾油された菜種油の数量

業務量

7000
菜種の搾油量

5307

目標
kg

7000 7000

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.34

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.40

2,640 2,640

0.00

0

人

0

0

再任用職員

0

0 0

2,631

人

人人

410

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

146

2,998

0

指定管理者の修繕負担金
409,750円

0

菜の舎搾油設備修繕費 他

伊賀市資源循環型農業推進施設の設置及び管理に関する条例

経費 摘要

3,056,000円

4,695,000円

循環型農業推進施設指定管理料

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）03農業振興費（大事業）14循環型農業推進施設管
理経費

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

①

対　象

282

決算書頁

257

事
務
事
業
の
概
要

基本事業

1,639,000円

事務事業名 循環型農業推進施設管理経費
課長　堀　久仁寿担当

部署

年度

資源循環型農業推進施設

持続可能な資源循環型農業、特産品づくり及び地域景観の向上を促進し、地域活性化を図る

委託料

農畜産物の生産振興

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-03-14-01

計

需用費　　修繕料

評価責任者・連絡先

事業期間

　委託先：(一社)大山田農林業公社

目　的

3-2

産業振興部農林振興課

Ｈ16農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9712

　菜の花プロジェクトを推進するうえで核となる施設（菜の舎、バイオ燃料センター）の管理運営を委託し、伊賀産菜種油の生
産、資源循環型モデル事業の一環として廃食油を精製しＢＤＦ（バイオディーゼル燃料）の生産に取り組みました。

　　指定管理先：一般社団法人　大山田農林業公社

名称

75.8%

6,874

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

66

5,775

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

7,335

76 78

6,926

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

0.34 人

0

3,125

4,285　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

4,286

0

3,749

人件費

2,640

3,144

令和４年度単位

達成

0

2,631

3,749

0

4,695

人

3,125

　その他 0

0.34

指標化できない成果

人
件
費

2,640

0

0.00

83

329



-

継続
方
　
向

地域農業の中心となる経営体の育成を目的とした国の事業であるが、ポイント制による採択となることから、審査に通るこ
とが困難となっており、希望者からも不満の声があがっています。
また、国の補正予算を財源としている為、次年度に当制度が存在するのか否かが不明です。

引続き、県・ＪＡと連携を取りながら、事業採択にかかるポイントを少しでも取れるように情報共有の強化を図ります。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

2,072

実績

―

0

人

0

指標の説明

－

業務量

－
－

－

目標
－

－ －

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.00

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.05

0 389

0.00

0

人

0

6,000

再任用職員

0

0 0

0

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

0

0

強い農業・担い手づくり総合支援交付金
6,000,000円

0

強い農業・担い手づくり総合支援交付金実施要綱、産業振興部関係補助金等交付要綱

経費 摘要

6,000,000円

6,000,000円

金額

整理番号

基
本
情
報

負担金、補助及び交付金

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）03農業振興費（大事業）18強い農業・担い手づくり
総合支援交付金事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

②

対　象

283

決算書頁

257

事
務
事
業
の
概
要

基本事業

事務事業名 強い農業・担い手づくり総合支援交付金事業
課長　堀　久仁寿担当

部署

年度

「人・農地プラン」で位置付けられ、農地中間管理機構を活用している中心経営体

農業者の高齢化、後継者不足、荒廃農地の増加等「人と農地の問題」の解決を図る

農業・農村の多面的機能維持向上

Ｒ３

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-03-18-01

計

評価責任者・連絡先

事業期間

強い農業・担い手づくり総合支援交付金

目　的

3-2

産業振興部農林振興課

Ｒ３農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9712

　適切な「人・農地プラン」が作成されており、かつ農地中間管理機構を活用している地区において、国の基準を満たしている
中心経営体が、売上高の拡大や経営コストの縮減など意欲的に取り組む目標を定め、目標達成の手段として融資を活用し
て農業用機械、施設等を導入する際、融資残について補助金を交付します。
　令和３年度は２経営体が国の承認を得て、補助金を交付しました。
　　〇交付対象地区
　　　　・比自岐（アスパラ栽培用パイプハウス）
　　　　・西湯舟（コンバイン）

名称

―

2,463

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

0

0

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

6,389

28 0

0

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

0.00 人

0

391

0　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

0

0

2,072

人件費

389

0

令和４年度単位

達成

0

0

ポイント制による国の採択（全国一律）となるた
め、審査が厳しく採択の確実性がない

0

0

6,000

人

391

　その他 0

0.05

指標化できない成果

人
件
費

0

0

0.00

72

330



-

継続
方
　
向

農業者の高齢化による後継者不足、離農等によって集落営農組織に対するニーズは高まっています。また、農作業量も
増加しており、作業員や農業機器等への負担も増加しています。
近年の省力化技術の向上に伴い、機械類の高額化が進んでいます。集落営農組織の存続のために、作業負担軽減、費
用負担軽減は喫緊の課題となっています。

コンバインやトラクターなどの従来から申請対象のメインなっていた機械に関しては機能が充実した機種の導入を支援す
るとともに、ラジコン草刈機や農業用ドローンなど作業省力化技術機械の導入に対する支援について、さらに強化していき
ます。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

10

10,600

人

0

指標の説明

事業実施組織数

業務量

12
交付件数

11

目標
件

12 12

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.15

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.20

1,165 1,165

0.00

0

人

0

0

再任用職員

0

0 0

1,161

人

人人

10,600

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

11,000

0

0

ふるさと応援基金
10,600,000円

0

産業振興部関係補助金等交付要綱

経費 摘要

10,600,000円

10,600,000円

集落営農支援事業補助金（11件）

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）04農業生産対策費（大事業）01集落営農支援事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

②

対　象
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事
務
事
業
の
概
要

基本事業

事務事業名 集落営農支援事業
課長　堀　久仁寿担当

部署

年度

営農活動のための農業用機械器具または、建物の新設及び改修を必要としている集落営農組織

集落営農組織を支援し、地域農業の安定的発展と集落環境及び機能を維持する

負担金、補助及び交付金

農業・農村の多面的機能維持向上

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-04-01-01

計

評価責任者・連絡先

事業期間

（※うち省力化技術機械導入1件）

目　的

3-2

産業振興部農林振興課

Ｈ16農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9712

　集落営農組織を対象に農業用機械器具の購入費の助成または、営農組織等に必要な建物の新築・改修費の助成を行い
ました。
　　補助金取組組織               11件
　　補助金総額          10,600,000円

名称

110％

12,563

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

139

12,161

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

11,765

139 132

11,765

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

0.15 人

0

1,563

0　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

10,600

0

11,000

人件費

1,165

11,000

令和４年度単位

達成

0

1,161

11,000

0

10,600

人

1,563

　その他 0

0.15

指標化できない成果

人
件
費

1,165

0

0.00

132

331



-

継続
方
　
向

公益事業でおこなう農地所有者代理事業については、担い手への農地集積、農作業の受委託斡旋などで実績を残してい
ます。しかし、収益事業や法人会計については、経営状況の改善を引き続き指導する必要があります。
新型コロナウイルス感染症による収益事業等への影響が長引いており、令和２年度より改善は見られたものの、依然厳し
い状況が続いています。JA伊賀ふるさとなど他の出資元と協力し改善に向けて指導をおこなっていきます。

農林業公社の運営状況の改善については、理事会等で提案・指導を行います。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

200

4,500

人

0

指標の説明

大山田農林業公社で取り扱う
農地の面積

業務量

202
農地所有者代理事業で
取り扱う農地の面積

198

目標
ha

204 206

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.16

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.20

1,243 1,243

0.00

0

人

0

0

再任用職員

0

0 0

1,238

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

4,500

0

0

一般社団法人大山田農林業公社会費規程　産業振興部関係補助金等交付要綱

経費 摘要

500,000円

4,000,000円

4,500,000円

大山田農林業公社負担金

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）04農業生産対策費（大事業）01集落営農支援事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

③

対　象
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事
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基本事業

事務事業名 農林業公社及び生産組合支援事業
課長　堀　久仁寿担当

部署

年度

一般社団法人大山田農林業公社及び会員

地域の農家の営農継続を支援し、農林業公社の運営体制の強化充実を図る

負担金、補助及び交付金

担い手の確保・育成

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-04-01-02

計

評価責任者・連絡先

事業期間

大山田農林業公社運営助成金

目　的

3-2

産業振興部農林振興課

Ｈ16農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9712

　農用地等の保全事業等を行うとともに農業経営の合理化を図るため、農地保有合理化の促進、生産性の高い近代的農業
の確立を目的に大山田農林業公社に対し運営助成を実施しました。
　大山田農林業公社が主体となり遊休農地の解消、担い手への農地集積、農作業の受委託斡旋などに取り組みました。

名称

99％

6,063

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

66

5,738

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

5,743

67 65

5,743

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

0.16 人

0

1,563

4,500　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

4,500

0

4,500

人件費

1,243

4,500

令和４年度単位

達成

0

1,238

4,500

0

4,500

人

1,563

　その他 0

0.16

指標化できない成果

人
件
費

1,243

0

0.00

65

332



-

継続
方
　
向

引き続き土地改良区へ施設維持管理を目的とした業務委託が必要である。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

2

2,505

人

0

指標の説明

事業計画に対する
達成団体数

業務量

2
施設・用水の維持
管理・実績

2

目標
団体

2 2

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.15

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.15

1,165 1,165

0.00

0

人

0

0

再任用職員

0

0 0

1,161

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

3,130

0

0

平等割

土地改良法第91条

経費
水路等施設管理業務委託料

摘要

　

耕地面積割（7,310ha）

2,143,000円

伊賀町土地改良区・阿山町土地改良区
金額

整理番号

基
本
情
報

負担金　

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）05土地改良事業費（大事業）02土地改良事業管理
経費

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

②

対　象

三重県土地改良団体連合会賦課金（特別）

100,000円

10,000円
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事
務
事
業
の
概
要

980,000円

基本事業

110,000円

事務事業名 土地改良事業管理経費

79,000円 令和３年度農道台帳特別賦課金

課長　岩野　庄司担当
部署

974,000円

年度

三重県土地改良事業団体連合会及び土地改良区

対象となる団体の活動が円滑となる。

農業・農村の多面的機能維持向上

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-05-02-01

計

　一般賦課金

　特別賦課金

評価責任者・連絡先

事業期間

　　

目　的

3-2

産業振興部農村整備課

Ｈ16農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9718

三重県土地改良事業団体連合会の賦課金と市内の土地改良区へ水路等施設管理業務委託料を支出しました。

　・水路等施設管理業務委託　Ｎ＝２件（伊賀町土地改良区・阿山町土地改良区）

名称

100%

3,003

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

49

4,291

0.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

3,308

34 42

3,670

業務量

人 人0.00

事
業
費

合計（A）

0.15 人

0

1,172

2,143　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

2,505

0

1,831

人件費

1,165

3,130

令和４年度単位

達成

0

1,161

1,831

0

2,143

人

1,172

　その他 0

0.15

指標化できない成果

人
件
費

1,165

0

38

333



-

継続
方
　
向

土地改良施設の多くは戦後から高度経済成長期に整備されたものであり、老朽化が進行している。

本事業において、土地改良施設の老朽化部分を計画的に更新して施設機能の回復を図る。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

6

74,494

人

0

指標の説明

当該年度に実施する地区数

業務量

3
更新工事の実施地区数

6

目標
地区

3 2

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.45

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.45

3,494 5,435

0.00

0

人

0

0

再任用職員

0

0 0

3,482

人

人人

64,953

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

45,514

7,496

0

土地改良施設維持管理適正化事業交付金
農業関係土木事業分担金

0

西之澤大池グラウト工事

地方財政法第１０条の２

土地改良施設維持管理適正化事業特別賦課金 9,035,000円

18,406,300円

負担金、補助及び交付金　 9,035,000円

経費
委託料

摘要

65,336,700円

河合頭首工整備工事

欠田水門改修工事

74,965,700円

オオサンショウウオ保護調査業務委託料（2件）

竹谷揚水機分解整備工事

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）05土地改良事業費（大事業）02土地改良事業管理
経費

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

②

対　象

2,640,000円

河合頭首工塗装工事 2,591,600円

3,520,000円

16,056,700円
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事
務
事
業
の
概
要

594,000円

基本事業

事務事業名 土地改良施設維持管理適正化事業

泥淵頭首工改修工事

課長　岩野　庄司担当
部署

年度

過去に造成された土地改良施設

土地改良施設の老朽化部分を更新して施設機能の回復を図る。

594,000円

4,620,000円工事請負費

農業・農村の多面的機能維持向上

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-05-02-02

計

評価責任者・連絡先

事業期間

17,502,100円松之本井堰用水路改修工事

目　的

3-2

　　　　

産業振興部農村整備課

Ｈ16農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9718

農業用施設の老朽化対策として施設の整備補修を行う事業で、補修を要する施設の必要経費30％を５年間均等に県土地
連合会に拠出し工事を実施する事業です。
【補助率】国：30％、県：30％、市：20％、地元：20％

農業用施設の老朽化にともなう更新及び改修を行い機能回復を行いました。
・竹谷揚水機分解整備工事では、揚水機場の両口吸込渦巻（φ250×φ200×45Ｗ）ポンプオーバーホール。
・松之本井堰用水路改修工事では、用水路（Ｈ700×Ｗ1500）Ｌ=148ｍの改修。
・西之澤大池グラウト工事では、ため池堤体の漏水防止のためグラウト工事（Ｎ=65本）延長Ｌ=48ｍ。
・欠田水門改修工事では、鋼製三方水密ゲートの樹脂製板（Ｈ600×Ｗ1150）とフレーム（Ｈ1900　ＳＵＳ製）の更新。
・河合頭首工塗装工事では、施設の塗装塗替えＡ=184㎡。
・泥淵頭首工改修工事では、井堰ゲートＬ=105ｍの塗装塗替えＡ=456㎡と水密性ゴムパッキンの更新。
・河合頭首工整備工事では、機械施設の点検・整備。

名称

100%

30,609

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

644

56,492

0.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

80,401

338 874

77,988

業務量

人 人0.00

事
業
費

合計（A）

0.45 人

0

3,515

10,013　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

9,967

0

27,094

人件費

5,435

53,010

令和４年度単位

達成

0

3,482

5,047

22,047

74,966

人

3,515

　その他 64,527

0.70

指標化できない成果

人
件
費

3,494

0

901

334



-

継続
方
　
向

　大規模土地改良事業は国・県等の補助対象となるが、小規模土地改良事業については他に支援施策がなく、優良な農
地の維持を行うためには継続した支援が必要。

地域の要望に沿える様に、財源の確保や多面的機能支払交付金による取り組みにより対応が出来るよう、指導や助言を
行う。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

100

18,541

人

0

指標の説明

最終予算の執行割合

業務量

100
最終予算の執行率

82.12

目標
％

100 100

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.40

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.40

3,106 3,650

0.00

0

人

0

0

再任用職員

0

0 13,700

3,095

人

人人

6,686

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

7,139

0

ふるさと応援基金繰入金
合併特例債　（市単土地改良事業農業基盤整
備事業）

0

伊賀市農林関係災害復旧事業及び土地改良事業等に対する小規模（工事費・材料費）交付要綱

　工事費　17件 5,360,650円

　

14,164,700円

負担金、補助及び交付金 6,834,207円

経費
委託料

摘要

343,893円

小規模土地改良事業等補助金

柏尾地内農道舗装工事

28,028,600円

広域農道橋梁点検診断調査業務委託

　　　　　　　　　　　　　　　　　

金額

整理番号

基
本
情
報

使用料及び賃借料

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）05土地改良事業費（大事業）03市単土地改良事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

②

対　象

1,473,557円

金善池サイホン整備工事

　材料費　８件

83,600円

14,081,100円
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務
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概
要

6,685,800円

基本事業

工事請負費

事務事業名 市単土地改良事業
課長　岩野　庄司担当

部署

年度

国･県等の補助対象とならない、受益者２戸以上の小規模な土地改良事業を行おうとする受益者

農業用施設のきめ細やかな整備を行い農業生産性の向上と維持管理費の軽減を図る。

6,685,800円

農業・農村の多面的機能維持向上

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-05-03-01

計

評価責任者・連絡先

事業期間

343,893円システム等使用料

目　的

3-2

産業振興部農村整備課

Ｈ16農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9718

広域農道に架設されている橋梁（Ｎ＝31.0橋）について点検診断調査、及び大型車両の往来が多く破損が著しい柏尾地内の
農道について、舗装工事を行いました。

　・広域農道橋梁点検診断調査業務委託　Ｎ＝31.0橋
　・柏尾地内農道舗装工事　施工延長L＝200ｍ　As舗装工A＝1,498㎡

小規模土地改良事業等補助金により農業用施設の改修を行いました。
　　・工事費補助：17件
　　・材料費補助：８件

名称

82.12％

18,077

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

117

10,234

0.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

31,679

200 243

21,647

業務量

人 人0.00

事
業
費

合計（A）

0.40 人

0

3,125

7,643　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

5,361

0

14,952

人件費

3,650

7,139

令和４年度単位

達成

0

3,095

13,299

1,653

28,029

人

3,125

　その他 13,180

0.47

指標化できない成果

人
件
費

3,106

0

355

335



-

継続
方
　
向

　高齢化や人口減少に伴い地域での共同活動がこれまでと同じ規模での実施が難しくなってきている。又、本事業での活
動組織での事務作業が多い為、活動の継続を心配している組織も多い。

　活動組織及び市の事務の簡素化・効率化を図り、多面的機能支払交付金事業に取り組んでいない地域に対し、改めて
ＰＲ活動を実施する。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

152,296

実績

106

210,462

人

0

指標の説明

多面的機能支払交付金事業
に取り組んでいる組織数

業務量

104
取組地区数

106

目標
地区

106 106

令和６年度令和３年度 令和５年度

1.20

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

1.20

9,317 9,317

0.00

0

人

0

147,722

再任用職員

158,162

0

9,285

人

人人

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

51,396

2,426

多面的機能支払交付金156,417

多面的機能支払交付金（106地区）

農業の有する多面的機能の発揮の促進に関する法律

69,067,836円

経費
需用費

摘要

897,600円

91,114円

　資源向上支払交付金（長寿命化　10地区）

196,082,985円

消耗品費・印刷製本費

通信運搬費

金額

整理番号

基
本
情
報

使用料及び賃借料

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）05土地改良事業費（大事業）06多面的機能支払交
付金事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

②

対　象

　農地維持支払交付金 112,066,400円

12,308,000円

193,442,236円

289

決算書頁

259

事
務
事
業
の
概
要

1,652,035円

基本事業

193,442,236円

事務事業名 多面的機能支払交付金事業

　資源向上支払交付金（共同活動）

課長　岩野　庄司担当
部署

年度

多面的機能支払交付金を活用する活動組織

農地及び農村資源（農道･水路等）保全のための共同活動を支援する。

役務費

農業・農村の多面的機能維持向上

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-05-06-01

計

負担金、補助及び交付金　

評価責任者・連絡先

事業期間

電算機借上料

目　的

3-2

産業振興部農村整備課

Ｈ26農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9718

多面的機能支払交付金の交付を受けて活動する組織を設立し、地域毎の活動を行い農地の保全と農村資源の保全を図り、
農村地域が有する多面的機能を維持発揮するための取組を行いました。
 
　多面的機能支払取組地区　　　106　地区　　　　取組面積　　4,025 ｈa

名称

100％

210,665

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

2,501

219,524

0.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

207,794

2,326 2,489

222,173

業務量

人 人 1.501.50

事
業
費

合計（A）

1.50

1.20 人

0

12,235

48,361　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 1.50

2,394 2,394

人

52,300

0

198,430

人件費

11,711

207,813

令和４年度単位

達成

11,711

46,134

0

196,083

人

9,374

　その他 0

1.20

指標化できない成果

人
件
費

11,711

2,861

2,328

336



-

継続
方
　
向

中山間地域では、農道幅員が狭く大型機械の導入が図れないことや、経年劣化に伴う農業用施設の補修が必要なことか
ら生産性の向上に大きな支障となっている。また、農業従事者の高齢化により担い手の確保が課題となっている。

農村振興総合整備事業等により農業用施設の修繕や農道拡幅を行うことにより、大型機械の導入が可能となり生産性の
向上と担い手の確保が見込まれるため継続して県営事業による農業基盤整備の進捗を図る必要がある。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

86,194

人

0

指標の説明

業務量

目標

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.35

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.35

2,718 2,718

0.00

0

人

0
再任用職員

0

71,300 53,300

2,708

人

人人

22,429

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

9,046

3,999

0

県営土地改良事業分担金
地方債（農業基盤整備事業）

　伊賀地区：舗装、法面整備（石川・柘植）

土地改良法第８５条、地方財政法第１０条の２

農村地域防災減災事業負担金 22,920,000円

40,000,000円

経費
負担金、補助及び交付金

摘要

　滝谷用水地区：測量業務（槙山～東湯舟）ほか2件

農業競争力強化基盤整備事業負担金

91,391,390円

県営農村振興総合整備事業負担金

　　伊賀２期地区：水路、取水施設整備等

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）05土地改良事業費（大事業）07県営土地改良事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

②

対　象

　青蓮寺用水第２期地区・３期地区

　　高倉大橋地区・猿野大池地区

1,481,250円

290

決算書頁

259

事
務
事
業
の
概
要

91,391,390円

基本事業

事務事業名 県営事業負担金

農業水利施設保全合理化事業負担金

課長　岩野　庄司担当
部署

年度

県営土地改良事業を行う土地改良施設の受益者

国･県の補助を受けて行う大規模な土地改良事業の受益者負担の内、市が負うべき事業費を負担する。

26,240,140円

農業・農村の多面的機能維持向上

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-05-07-01

計

評価責任者・連絡先

事業期間

750,000円基幹農道整備保全対策事業負担金

目　的

3-2

産業振興部農村整備課

Ｈ16農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9718

県営事業で行っている下記の５事業の市負担金を支出しました。
・農村振興総合整備事業による水路・取水施設整備。
　（伊賀２期地区）
・基幹農道整備事業（保全対策型）　による農道補修、法面整備。
　（伊賀地区）
・農業競争力強化基盤整備事業による農業施設の改修。
　（青蓮寺２期地区・青蓮寺３期地区）
・農業水利施設保全合理化事業による測量業務・農業施設の改修。
　（滝谷用水地区・滝谷支線用水地区・服部川沿岸３期地区）
・農村地域防災減災事業による農業施設の改修。
　（高倉大橋地区・猿野大池地区）

名称

108,361

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

804

70,553

0.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

94,109

1,197 997

88,912

業務量

人 人0.00

事
業
費

合計（A）

0.35 人

60,800

2,734

15,662　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

4,782

0

105,627

人件費

2,718

67,845

令和４年度単位

達成

54,800

2,708

県営事業にかかる負担金の支出のみであるた
め。

18,000

16,327

91,391

人

2,734

　その他 20,612

0.35

指標化できない成果

人
件
費

2,718

0

1,055

337



-

継続
方
　
向

市が直轄管理する幹線農道については農道台帳を作成済であるが、作成後３０年近く経過しているものもあり、現場の状
況が変化している部分が見受けられる。また、直轄農道と密接に関係している農道については、適切な管理のために台帳
を作成していく必要がある。

広域農道への取付け道路等、直轄農道と密接に関係している農道について、優先的に農道台帳を作成していく。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

1.0

1,349

人

0

指標の説明

台帳整備（更新）計画に対す
る実際に台帳を整備（更新）し
た農道の延長

業務量

0.53
台帳整備農道延長

1.15

目標
㎞

0.28 0.40

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.05

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.05

389 389

0.00

0

人

0

0

再任用職員

0

0 0

387

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

1,393

0

0

農道台帳システム　クラウド使用料

伊賀市法定外公共物管理条例

経費
委託料

摘要

　

1,315,600円

農道台帳修正業務委託　

（広域農道西高倉工区：大杉谷線）

金額

整理番号

基
本
情
報

使用料

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）05土地改良事業費（大事業）09農道台帳整備事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

②

対　象

105,600円
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決算書頁

261

事
務
事
業
の
概
要

1,210,000円

基本事業

105,600円

　

事務事業名 農道台帳整備事業
課長　岩野　庄司担当

部署

年度

広域農道、農免道路等の幹線農道の利用者

幹線農道の効率的な整備と、円滑な管理のため

1,210,000円

農業・農村の多面的機能維持向上

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-05-09-01

計

評価責任者・連絡先

事業期間

目　的

3-2

産業振興部農村整備課

Ｈ30農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9718

広域農道西高倉工区大杉谷線（延長1,150m）について、現地測量のうえ、農道台帳データを作成し、農道台帳システムに搭
載した。
　
【委託業務内容】
　農道台帳修正（地形測量・現地測定等）
　農道台帳データ作成
　打合せ・システム設置

名称

115.0％

1,653

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

21

1,780

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

1,705

19 20

1,738

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

0.05 人

0

391

1,316　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

1,349

0

1,262

人件費

389

1,393

令和４年度単位

達成

0

387

1,262

0

1,316

人

391

　その他 0

0.05

指標化できない成果

人
件
費

389

0

0.00

20

338



-

継続
方
　
向

　農業用水路等について、経年劣化に伴う施設の機能低下がみられる水路が多く用水供給の安定化を図るため継続的に
事業を推進し実施して行く必要がある。また、農業用ため池として利用されなくなった防災重点農業用ため池については、
防災の観点から市民の安全安心の生活を確保するため、ため池の廃止工事を計画的に実施する必要がある。

　農業用水路等施設の機能低下がみられることから安定化を図るため、計画的、継続的に事業を実施する。
　農業用ため池として利用されなくなった防災重点農業用ため池については、地域の合意形成に努め、廃止工事を計画的
に実施する。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

39,052

実績

12

117,841

人

0

指標の説明

事業により受益を受ける地域
数

業務量

3
整備工事の実施地区数

12

目標
地区

5 3

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.55

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.55

4,271 5,435

0.00

0

人

0

64,603

再任用職員

92,078

5,300 7,100

4,643

人

人人

8,386

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

5,917

1,675

0

農業水路等長寿命化・防災減災事業補助金47,847

　　他３件（測量設計業・生物調査・復元測量）

地方財政法第１０条の２

ため池等整備事業工事費　　河内谷池改修工事 3,026,100円

17,147,000円

63,552,000円

経費
需用費

摘要

17,197,300円

　　農業水路等長寿命化・防災減災事業工事７件

農業水路等長寿命化・防災減災事業工事費

81,061,889円

消耗品・燃料費

ため池等整備事業測量設計業務委託料

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）05土地改良事業費（大事業）10農業水路等長寿命
化・防災減災事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

④

対　象

36,954,900円

　（繰）丸山池廃池工事 6,424,000円

6,587,900円

292

決算書頁

261

事
務
事
業
の
概
要

312,589円

基本事業

工事請負費

事務事業名 農業水路等長寿命化・防災減災事業

　　その他廃池工事　４件

課長　岩野　庄司担当
部署

年度

農地及び農業用施設の受益者

農地及び農業用施設のきめ細やかな整備を行う。

委託料

ため池の適正管理

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-05-10-01

計

評価責任者・連絡先

事業期間

10,609,400円　（繰）丸山池他５池廃止設計業務委託　

目　的

2-1

産業振興部農村整備課

Ｈ25危機管理 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9718

用水供給安定化を図るため、農地耕作に支障をきたしていた施設を改修しました。
・西明寺地区農業用水路改修工事　　　構造物取壊し工　V＝43.0㎥　　水路工　Ｌ＝96.0ｍ　　他６件（うち繰越事業２件）

ため池廃止要望のあった、防災重点農業用ため池７池について廃池設計業務を行い、うち３池の廃池工事が完了しました。
・丸山池他５池廃止設計業務委託及び廃池工事の実施

ため池等整備工事を実施しました。
・河内谷池改修工事　　かご工　Ｌ＝20.0ｍ　　鋼製土留工　Ｌ＝40.0ｍ

名称

100%

54,118

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

732

64,182

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

86,497

598 1,369

122,112

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

0.60 人

8,500

4,297

973　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

8,011

0

49,821

人件費

5,435

59,539

令和４年度単位

達成

4,100

4,643

902

4,567

81,062

人

4,297

　その他 9,252

0.70

指標化できない成果

人
件
費

4,271

0

0.00

970

339



-

継続
方
　
向

　伊賀市では約1,400箇所の農業用ため池を有しており、このうち約550箇所が防災重点農業用ため池に位置付けされ、一
部の防災重点農業用ため池については耐震調査を行い、緊急度の高いものから防災工事を行う必要があります。また、
耐震調査が未実施のため池については、順次耐震診断を行い、対策が必要と判断されたため池については、優先順位の
高いものから改修整備を実施して行く必要があります。

　伊賀市内の防災重点農業用ため池の多くが耐震診断解析が未調査である事から、国の補助事業を活用し計画的に調
査を実施する。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

80,820

実績

85

558,646

人

0

指標の説明
　防災重点農業用ため池にお
いて耐震診断解析に必要な
地質ボーリング調査を行った
池数

業務量

85
地質調査を行ったため池
数

90

目標
池

85 85

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.55

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.55

4,271 16,305

0.00

0

人

0

518,237

再任用職員

557,284

0

16,248

人

人人

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

1,500

5,684

0

震災対策農業水利施設整備事業補助金
団体営ため池等整備事業補助金

614,288

　他6件

土地改良法第８５条、地方財政法第１０条の２

農業用ため池調査業務委託 4,853,200円

111,855,700円

27,599,000円

ため池調査業務委託料 4,853,200円

経費
地質調査委託料

摘要

ため池耐震診断業務委託料

　他２件

馬場谷池他１池事業計画策定業務

523,164,400円

大谷池他１７池地質調査業務委託

大沢池他１６池地質調査業務委託

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）05土地改良事業費（大事業）12団体営ため池等整
備事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

④

対　象

75,881,300円

　他２件 10,208,000円

17,391,000円

131,094,700円

293

決算書頁

261

事
務
事
業
の
概
要

302,975,200円

基本事業

実施計画策定業務委託料

事務事業名 団体営ため池等整備事業

187,737,000円 千代鶴池他３９池耐震診断解析業務委託

課長　岩野　庄司担当
部署

年度

団体営ため池等整備事業を行う受益者

農業用ため池のきめ細やかな整備を行う。

61,498,800円

56,012,000円

ため池の適正管理

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-05-12-01

計

評価責任者・連絡先

事業期間

54,369,700円鶴喰池他１７池地質調査業務委託

目　的

2-1

産業振興部農村整備課

Ｈ31危機管理 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9718

伊賀市内の防災重点農業用ため池の多くが耐震診断解析が未調査である事から、本事業において調査を実施しました。

・防災重点農業用ため池の地質調査業務９０池。
・防災重点農業用ため池の耐震診断解析６８池。
・農業用ため池調査として、現状ため池の実態調査１６０池。

名称

105.8％

86,410

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

7,264

637,720

0.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

539,470

955 6,307

562,917

業務量

人 人0.00

事
業
費

合計（A）

2.10 人

0

4,297

4,928　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

1,362

0

82,113

人件費

16,305

621,472

令和４年度単位

達成

16,248

1,293

0

523,165

人

4,297

　その他 0

2.10

指標化できない成果

人
件
費

4,271

0

6,044

340



-

完了
方
　
向

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

4,375

実績

1

15,556

人

0

指標の説明

農地中間管理機構関連農地
整備事業に取組んだ地区数

業務量

0
取組地区数

1

目標
地区

0 0

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.50

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.50

3,882 4,426

0.00

0

人

0

10,301

再任用職員

13,872

0 0

0

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

0

0

農地中間管理機構関連農地整備事業委託金0

農地中間管理機構関連農地整備事業負担金

土地改良法第８５条

経費
委託料

摘要

　　　　　　　　　　　　　　（諏訪地区：当初）

10,943,200円

事業計画策定業務委託（その２）　

　・現年度

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）05土地改良事業費（大事業）15農地中間管理機構
関連農地整備事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

②

対　象

642,800円

294

決算書頁

261

事
務
事
業
の
概
要

10,300,400円

基本事業

642,800円

事務事業名 農地中間管理機構関連農地整備事業
課長　岩野　庄司担当

部署

年度

諏訪地内ほ場整備対象の受益者

ほ場整備計画の策定

6,428,400円

農業・農村の多面的機能維持向上

Ｒ３

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-05-15-01

計

負担金

評価責任者・連絡先

事業期間

3,872,000円　・繰越

目　的

3-2

産業振興部農村整備課

Ｒ２農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9718

諏訪地域は多くの農地が急傾斜地に位置し、耕作条件が悪いことから離農と農地の荒廃が懸念されています。このことか
ら、地域では農業の将来計画を明確化した『人・農地プラン』が作成されました。
この『人・農地プラン』に準じて、農業耕作条件の改善を図るとともに、将来の担い手を確保するため農地中間管理機構関連
農地整備事業により、ほ場整備を実施します。なお当事業は令和４年度より県営事業として計画を進めていきます。

・農地中間管理機構関連農地整備事業
　事業計画策定業務：Ａ＝25.0haの事業計画策定を実施しました。

名称

100％

29,037

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

0

0

0.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

15,370

321 218

19,438

業務量

人 人0.00

事
業
費

合計（A）

人

0

3,906

643　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

1,534

0

25,131

人件費

4,426

0

令和４年度単位

達成

0

0

20,756

0

10,944

人

3,906

　その他 150

0.57

指標化できない成果

人
件
費

3,882

0

173

341



-

完了
方
　
向

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

1

0

人

0

指標の説明

農業用施設アスベスト対策事
業に取組んだ地区数

業務量

0
取組地区数

1

目標
地区

0 0

令和６年度令和３年度 令和５年度

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0 1,243

0

人

0

7,000

再任用職員

0

0 0

0

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

0

0

農業用施設アスベスト対策事業補助金0

土地改良法第８５条

経費
委託料

摘要

7,004,800円

農業用施設アスベスト対策事業　青蓮寺地区事業計画策定業務委託

　　　　　　　　　　

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）05土地改良事業費（大事業）16農業用施設アスベ
スト対策事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

②

対　象

295

決算書頁

261

事
務
事
業
の
概
要

7,004,800円

基本事業

事務事業名 農業用施設アスベスト対策事業
課長　岩野　庄司担当

部署

年度

青蓮寺地区（安場地内）農地及び農業用施設の受益者

農地及び農業用施設のきめ細やかな整備を行う

7,004,800円

農業・農村の多面的機能維持向上

Ｒ３

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-05-16-01

計

評価責任者・連絡先

事業期間

目　的

3-2

産業振興部農村整備課

Ｒ３農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9718

昭和43年に国営青蓮寺地区総合農地開発事業としてほ場整備された当該地区の用水施設において、経年劣化による破損
等が生じていたため、農業用水の安定化を図るべく改修のためのアスベスト対策計画策定業務を行いました。

・農業用施設アスベスト対策事業　青蓮寺地区事業計画策定業務委託
　　石綿管計画延長L=1.1㎞　　受益面積A=100ha　　経済効果N = 1式

名称

100％

0

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

0

0

人

市民１人当たりのコスト（円）

8,248

0 0

0

業務量

人 人

事
業
費

合計（A）

人

0

0

5　一般財源

会計年度任
用職員

業務量

0 0

人

0

0

0

人件費

1,243

0

令和４年度単位

達成

0

0

0

0

7,005

人

0

　その他 0

0.16

指標化できない成果

人
件
費

0

0

93

342



-

継続
方
　
向

土地の境界について、地権者間の協議が調わない等の理由により、事業が中断している地区が残っている。

地権者の不立会や不同意を原因とするもので、今後解消の見込みのない箇所については、筆界未定を調査結果として地
籍調査を完了させる。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

0.20

10,693

人

0

指標の説明

地籍調査の全工程が終了し、
三重県の検査に合格した面積

業務量

0.20
地籍調査が完成した面
積

0.17

目標
k㎡

0.20 0.20

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.40

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.20

3,106 3,882

0.00

0

人

0

0

再任用職員

0

0 0

3,869

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

12,246

0

0

高山外1地区

国土調査法、国土調査法施行規則

　東海ブロック協議会 7,000円

　

　

経費
地籍調査訂正業務委託料

摘要

3,046,200円

負担金

　三重県協議会

上友生Ⅰ③地区

3,646,200円

高山Ⅰ地区

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）06国土調査費（大事業）01国土調査事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

②

対　象

29,000円

3,000円

地籍調査システム（成果管理分）

　全国国土調査協会

561,000円

266,200円

570,000円

296

決算書頁

261

事
務
事
業
の
概
要

基本事業

事務事業名 国土調査推進事業

39,000円 三重県国土調査推進協議会負担金

課長　岩野　庄司担当
部署

561,000円

年度

地籍調査にかかる地権者及びその関係団体

国・県の連携を密にし、国土調査業務を円滑に推進させる

1,330,000円　認証申請に伴う成果等修正業務委託

農業・農村の多面的機能維持向上

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-06-01-01

計

システム等借上料

評価責任者・連絡先

事業期間

880,000円高山Ⅱ地区

目　的

3-2

産業振興部農村整備課

Ｈ16農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9718

国・東海ブロック・県との連携をとり、地籍調査推進の為の情報交換や問題解決に向けた手法の共有に努めました。

高山Ⅰ地区（0.64㎢）、高山Ⅱ地区（0.74㎢）、並びに高山外1地区（0.42㎢）（ともに平成10年以前に着手）の地籍調査につい
て、事業完成に向けて業務を推進しました。
・当時の測量業務受託業者と連携して既存成果の修正箇所を洗い出し
・経年による土地所有者の変更、分筆・合筆、地目変更等の調査
・既存成果と新規作業箇所の摺り合わせ、及び三重県・法務局との協議

上友生Ⅰ③地区（0.17㎢）の地籍調査について、三重県検査を受検し合格しました。
　

名称

85.0％

4,585

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

184

16,115

0.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

7,529

51 155

13,799

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

0.50 人

0

1,563

3,647　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

10,693

0

3,022

人件費

3,882

12,246

令和４年度単位

達成

0

3,869

調査業務の習熟度、及び地籍調査への理解

3,022

0

3,647

人

1,563

　その他 0

0.50

指標化できない成果

人
件
費

3,106

0

85

343



-

充実
方
　
向

地籍調査は、土地を巡る行政活動・経済活動のすべての基礎データを築くもので、いずれは全国全ての地域で完成される
べきものであるが、進捗率が22.71％と低い。

地籍調査の実績を確実に積み上げていくとともに、三重県国土調査推進協議会、並びに東海ブロック国土調査推進連絡
協議会を通じて、国に対して手厚い予算措置を強く求めていく。特に測量の専門的な知識や経験が必要となることから、不
足するマンパワーの強化や継続的な職員育成により、精力的に実施面積を拡大させていく。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

4,542

実績

0.20

10,820

人

0

指標の説明

地籍調査を新規に実施した面
積

業務量

0.20
地籍調査の実施面積

0.27

目標
k㎡

0.20 0.20

令和６年度令和３年度 令和５年度

1.20

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

1.20

9,317 9,317

0

人

0

6,834

再任用職員

7,734

9,285

人

人人

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

4,635

809

社会資本整備円滑化地籍整備交付金13,684

令和３年度　国土調査事業地籍調査＜上友生Ⅰ③地区＞Ｈ３・複図作成工程業務委託

国土調査法、国土調査法施行令

10,000円

経費
報酬

摘要

8,925,000円

地籍調査成果品閲覧会（2回）

9,197,030円

推進委員調査協力報酬（12名分）
国土調査事業地籍調査（中村Ⅰ－③地区）ＥⅡ・ＦⅠ・ＦⅡ－１工程業務委託　

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）06国土調査費（大事業）01国土調査事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

②

対　象

消耗品費、通信運搬費、使用料及び賃借料 164,520円

10,000円

605,000円

297

決算書頁
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事
務
事
業
の
概
要

97,510円

基本事業

会場借上料

事務事業名 国土調査事業（繰越事業）
課長　岩野　庄司担当

部署

164,520円

年度

地籍調査にかかる地権者及びその関係団体

地籍の明確化を図り、土地利用の高度化に役立てる。

2,310,000円地籍調査委託料

農業・農村の多面的機能維持向上

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-06-01-02

計

その他の経費

評価責任者・連絡先

事業期間

6,010,000円国土調査事業地籍調査（中村Ⅰ－③地区追加分）ＥⅡ・ＦⅠ・ＦⅡ－１工程業務委託

目　的

3-2

産業振興部農村整備課

Ｈ16農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9718

基準点設置、一筆地調査、一筆地測量を実施しました。
　・中村Ⅰ-③地区追加分（0.27㎢）

測量成果（0.37㎢）を作成しました。
・中村Ⅰ-③地区（0.10㎢）及び中村Ⅰ-③地区追加分（0.27㎢）
　（令和２年：基準点設置、一筆地調査、一筆地測量を実施分）

地籍図、地籍簿を作成しました。
・上友生Ⅰ③地区（0.17㎢）

名称

135.0％

16,394

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

324

28,413

人

市民１人当たりのコスト（円）

19,312

182 235

20,935

業務量

人 人 0.500.50

事
業
費

合計（A）

0.50

1.20 人

10,328

2,363　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.50

798 798

人

3,086

0

6,066

人件費

10,115

18,319

令和４年度単位

達成

10,094

着手中の地区の進捗状況

1,524

9,197

人

9,374

　その他

1.20

指標化できない成果

人
件
費

10,115

954

217

344



-

継続
方
　
向

肉牛の肥育を取り巻く状況は、素牛価格の高値が続いていること、肥育農家の減少など厳しい状況が続いています。伊賀
牛についても、生産量が年々減少しており、増頭に向けた施策が必要な状況です。
また、新型コロナウイルス感染症の拡大を要因とする肉の消費低迷も、肥育農家の経営に大きな影響を与えています。

高値水準が続く素牛の導入について、引き続き支援が必要です。
また「伊賀牛地域内一貫肥育モデル事業」で育てられた伊賀生まれ伊賀育ちの素牛の導入について、育成農家から肥育
農家へ繋ぐ方法について、引き続き検討が必要です。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

500

8,980

人

0

指標の説明

いがほくぶ和牛肥育部会の優
良素牛の導入頭数

業務量

500
優良素牛導入頭数

497

目標
頭

500 500

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.30

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.25

2,330 2,330

0.00

0

人

0

0

再任用職員

0

0 0

2,322

人

人人

7,500

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

8,067

1,477

0

ふるさと応援基金　7,500,000円0

優良素牛導入助成金

産業振興部関係補助金等交付要綱

292,990円

経費 摘要

360,000円

567,000円

和牛肥育組合振興助成金

8,719,990円

伊賀産肉牛生産振興協議会負担金

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）07畜産業費（大事業）01畜産振興事務経費

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

④

対　象

298
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の
概
要

基本事業

7,500,000円

事務事業名 畜産振興事務経費
課長　堀　久仁寿担当

部署

年度

畜産農家、銘柄牛「伊賀牛」

口蹄疫病などの伝染病の予防及び畜産農家の経営安定化、銘柄牛の優良化を図る

負担金、補助及び交付金

地産地消

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-07-01-01

計

評価責任者・連絡先

事業期間

家畜保健衛生対策事業費補助金

目　的

3-2

産業振興部農林振興課

Ｈ16農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9712

伊賀産肉牛生産振興協議会への負担金を支出し、協議会を通じて生産振興・ブランド力向上に取り組みました。また、畜産
生産者等の生産活動に対して助成を行うことにより、品質向上と共に出荷価格を安定させることにより、畜産経営の安定化
を図り、銘柄伊賀牛の体質強化を図りました。

家畜保健衛生対策事業費補助金、優良素牛導入助成金、和牛肥育組合振興助成金を支出しました。

　　優良素牛導入　497頭

名称

99.4%

10,729

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

136

11,866

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

11,050

119 127

11,310

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

0.30 人

0

1,953

1,220　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

1,480

0

8,776

人件費

2,330

9,544

令和４年度単位

達成

0

2,322

1,276

7,500

8,720

人

1,953

　その他 7,500

0.30

指標化できない成果

人
件
費

2,330

0

0.00

124

345



-

継続
方
　
向

引き続き伊賀牛の増頭に関する検討と伊賀地域内で素牛生産技術・知見を獲得するため「伊賀牛地域内一貫肥育モデル
事業」を実施し、育成農家から肥育農家へつなげる取組を検討します。
伊賀肉冷蔵センターについて、当初の利用目標より少ない利用状況となっているため、利便性について検討が必要となっ
ています。

伊賀肉冷蔵センターの利用数向上のため、関係機関と協議を行います。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

490

実績

729

3,806

人

0

指標の説明

利用頭数

業務量

729
伊賀肉冷蔵センターの利
用数

614.5

目標
頭

729 729

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.27

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.25

2,097 2,097

0.00

0

人

0

470

再任用職員

500

0 0

2,089

人

人人

20

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

53

1,619

0

①地方創生推進交付金（経費１／２）
伊賀牛地域内一貫肥育モデル事業業務委託料
940,195円
②その他
食肉センター負担金（名張市）
20,412円

500

有料道路通行料

産業振興部関係補助金等交付要綱、旧伊賀市食肉センターの施設閉鎖後の管理にかかる協定書

1,442,000円

25,157円

経費
需用費

摘要

76,659円

940,195円

伊賀市食肉センター施設整備等基金積立金

3,503,798円

消耗品
伊賀牛地域内一貫肥育モデル事業業務委託料

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）07畜産業費（大事業）02畜産振興事業費

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

④

対　象

伊賀牛振興補助金（伊賀肉冷蔵センター運営助成） 　1,010,417円

25,157円

4,380円
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事
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事
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概
要

4,990円

基本事業

4,380円

積立金

事務事業名 畜産振興事業費

伊賀牛振興補助金（生体輸送費助成）　

課長　堀　久仁寿担当
部署

2,452,417円

年度

伊賀牛の生産関係者

伊賀牛の振興および飼養頭数の増頭を目指す

4,990円

940,195円委託料

地産地消

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-07-02-01

計

使用料及び賃借料

負担金、補助及び交付金

評価責任者・連絡先

事業期間

76,659円旧食肉センター草刈委託料

目　的

3-2

産業振興部農林振興課

Ｈ16農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9712

①平成31年２月に伊賀市長に対し、伊賀牛の増頭に関する検討構想に関する提言が行なわれ、令和元年度には、地域内で
和牛素牛を生産するための施設（ＣＳ：キャトルステーション、ＣＢＳ：キャトルブリーディングステーション）の整備に向け、不足
している素牛生産に関する技術・知見を獲得するための検討及び構想を取り纏め、２年度から「伊賀牛地域内一貫肥育モデ
ル事業」を開始しました。３年度には49頭の子牛が伊賀生まれとして育成農家へ引き渡されました。
モデル事業の委託料において、黒毛和種子牛登記にかかる費用の一部を支援金として支出しました。

②伊賀牛振興の拠点であった伊賀市食肉センターが平成30年度をもって廃止となったため、令和元年度に新たな拠点として
建設した「伊賀肉冷蔵センター」の運営に対し支援を行いました。
また、食肉センター廃止に伴い市外のと畜場を利用することとなった市内の食肉事業者に対し、生体輸送費について、一部
助成を行いました。　（721頭分）

③旧伊賀市食肉センターの草刈り・植木伐採作業を行いました。

名称

84.3

7,328

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

49

4,261

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

5,601

81 67

5,903

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

0.27 人

0

1,953

3,014　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

3,253

0

5,375

人件費

2,097

2,172

令和４年度単位

達成

0

2,089

4,594

291

3,504

人

1,953

　その他 53

0.27

指標化できない成果

人
件
費

2,097

0

0.00

63

346



-

完了
方
　
向

令和２年に市内で発生した豚熱の対策として、ワクチン接種や野生動物の侵入防止対策など養豚業者の負担が大きく
なっていたことから、負担軽減による事業継続支援を目指し創設したもので、豚熱（CSF）の発生予防、新型コロナウイルス
感染症拡大の影響を受けている市内養豚業者の畜産経営に対する一助となれたと考えています。

本制度は、令和４年３月３１日をもって終了しています。

※令和４年度は、新たに「伊賀産肉牛流通安定対策事業」を実施します。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

25000

0

人

0

指標の説明

予算策定時に想定した接種回
数（上限）と、補助申請のあっ
た接種回数

業務量

0
ワクチン接種回数

14211

目標
回

0 0

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.00

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.10

0 777

0.00

0

人

354

0

再任用職員

0

0 0

0

人

人人

2,178

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

2,250

0

0

伊賀市新型コロナウイルス感染症対策基金繰
入金

0

伊賀市豚熱再発防止ワクチン接種支援事業費補助金交付要綱

経費 摘要

2,178,100円

2,178,100円

豚熱再発防止ワクチン接種支援事業費補助金

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）08新型感染症対策費（大事業）01新型感染症対策
事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

④

対　象
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事
務
事
業
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概
要

基本事業

事務事業名 畜産振興事業費
課長　堀　久仁寿担当

部署

年度

市内で養豚業を営む、市内に住所を有する個人又は市内に主たる事業所を置く法人

市内養豚場における豚熱再発防止と、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により経営に影響を受けている市内養豚事業者の持続可能な畜産経営を図る

2,178,100円負担金、補助及び交付金

地産地消

Ｒ２

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-08-01-01

計

評価責任者・連絡先

事業期間

目　的

3-2

産業振興部農林振興課

Ｈ16農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9712

　補助対象者は、市内で養豚業を営む者で、伊賀市内に住所を有する個人又は伊賀市内に主たる事業所を置く法人です。
　補助金の対象となる経費は、令和３年４月１日から令和４年３月31日までの間に、市内養豚場の飼育豚に実施した豚熱ワ
クチン接種に係る手数料230円です。
　補助金の額は、ワクチン接種回数×接種経費（230円）×３分の２の額（ただし、100円未満の端数は切捨て）で、予算に定
める額の範囲内としています。
　ワクチン接種回数にして、延べ14,211回分の申請があり、合計2,178,100円の助成を行いました。

名称

56.8%

8,188

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

26

2,250

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

3,469

91 0

0

業務量

人 人 0.100.00

事
業
費

合計（A）

0.00

0.00 人

0

782

0　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 160

人

0

0

7,406

人件費

1,291

2,250

令和４年度単位

達成

0

0

7,406

0

2,178

人

782

　その他 0

0.10

指標化できない成果

人
件
費

0

0

0.10

39

347



-

完了
方
　
向

　※令和３年度限りの事業です。

　※令和３年度限りの事業です。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

250000

0

人

0

指標の説明

申請金額の根拠となる伊賀米
の袋数

業務量

0
申請の袋数

226361

目標
袋

0 0

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.00

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.00

0 4,038

0.00

0

人

0

0

再任用職員

0

0 0

0

人

人人

58,067

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

0

0

伊賀市新型コロナウイルス感染症対策基金繰
入金

0

伊賀米次期作支援事業補助金交付要綱

経費 摘要

56,590,250円

1,476,696円

58,066,946円

伊賀米次期作支援事業にかかる業務委託

金額

整理番号

基
本
情
報

負担金、補助及び交付金

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）01農業費（目）08新型感染症対策費（大事業）01新型感染症対策
事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

①

対　象

301

決算書頁

263

事
務
事
業
の
概
要

基本事業

事務事業名 伊賀米等生産振興事業
課長　堀　久仁寿担当

部署

年度

市内の米生産販売農家

コロナ禍における急激に販売価格の下落した米について、販売価格の一部を補填し、伊賀米生産者の営農意欲の維持を図る

委託料

農畜産物の生産振興

Ｒ３

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-01-08-01-03

計

評価責任者・連絡先

事業期間

伊賀米次期作支援事業補助金

目　的

3-2

産業振興部農林振興課

Ｒ３農業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9712

　令和４年１月１日以後引き続き市内に住所を有する農業者の方で、令和３年産主食用米（うるち米に限る）を生産し、農産
物検査を受けて、令和４年２月28日までに出荷又は販売した方を対象に補助を行いました。ただし、令和３年産主食用米に
ついて全国農業共済組合連合会が実施する収入保険制度に加入している、又は米の収入減少影響緩和交付金（ナラシ対
策制度）の申請をしている方は、対象外としました。
　補助金の額は、出荷、又は販売した令和３年産主食用米の袋の数に、250円を掛けた値としました。なお、袋の数は、１袋
当たりの米の量を30キログラムとして算出した数としており、袋の数に１未満の端数があるときは、切り捨てとしました。
　なお、当補助金に関する申請書等発送業務、申請書等の受付及び支払いに関する事務は、伊賀ふるさと農業協同組合に
業務委託を行いました。
　交付実績
　　　　　　申請者延べ件数　　　2,236件
　　　　　　交付金額　　　　56,590,250円　（226,361袋×250円）

　※令和３年度限りの事業です。

名称

90.5％

0

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

0

0

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

62,105

0 0

0

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

0.00 人

0

0

0　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

0

0

0

人件費

4,038

0

令和４年度単位

達成

0

0

0

0

58,067

人

0

　その他 0

0.52

指標化できない成果

人
件
費

0

0

0.00

696

348



-

継続
方
　
向

林地台帳システムクラウド使用料が高額であるため、林業者及び市民に対し林地台帳の利用促進のための周知及び、林
業関係データの集約に活用する必要があります。

林地台帳システムの利用について、伊賀市ホームページにて周知します。
森林法に基づく届出等の情報を林地台帳システムに反映させます。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

―

1,241

人

0

指標の説明

－

業務量

－
－

－

目標
－

－ －

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.02

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.11

156 156

0.00

0

人

0

0

再任用職員

0

0 0

155

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

852

0

0

草刈業務委託料（青山支所　みどり公園）

30,000円

283,340円

経費 摘要

3,334円

8,729円

負担金、補助及び交付金

三重県森林協会負担金

有料道路通行料

1,064,603円

消耗品費（青山支所）

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）02林業費（目）01林業総務費（大事業）02事務管理経費

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

②

対　象

440,000円

林地台帳システムクラウド使用料 277,200円

6,140円

299,200円

302

決算書頁

265

事
務
事
業
の
概
要

基本事業

299,200円

使用料及び賃借料

事務事業名 事務管理経費

470,000円 三重県緑化推進協会負担金

課長　堀　久仁寿担当
部署

年度

林業振興事業を実施するために必要な事務費用等

林業振興事業を円滑に実施する

8,729円需用費

森林資源の利活用

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-02-01-02-01

計

委託料

評価責任者・連絡先

事業期間

3,334円光熱水費

目　的

3-3

産業振興部農林振興課

Ｈ16森林保全・林業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9712

経常経費です。

　・消耗品費
　・光熱水費
　・委託料
　・使用料及び賃借料　林地台帳システムクラウド使用料
　・負担金、補助及び交付金

名称

―

1,967

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

12

1,007

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

1,221

22 16

1,397

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

0.02 人

0

860

1,065　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

1,241

0

1,107

人件費

156

852

令和４年度単位

達成

0

155

事務費の為指標化不可

1,107

0

1,065

人

860

　その他 0

0.02

指標化できない成果

人
件
費

156

0

0.00

14

349



-

継続
方
　
向

環境林整備の必要性は高いのですが、三重県の施策に基づく事業で、国・県の補助金を財源として実施する事業である
ため、補助金の予算配分の関係から年々事業量が減少しています。

・三重県に補助金予算を増やしていただけるよう要望します。
・環境林整備を、他の財源を用いた事業（森林環境譲与税事業及びみえ森と緑の県民税市町交付金事業）においても進
めます。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

3,596

実績

18

4,652

人

0

指標の説明

間伐により森林整備を行った
面積

業務量

16.4
環境林整備面積

16.42

目標
ha

17 18

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.11

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.10

855 855

0.00

0

人

0

3,853

再任用職員

3,457

0 0

852

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

690

0

森林環境創造事業費補助金　1,707,200円
美しい森林づくり基盤整備交付金　2,145,000円

3,960

森林環境創造事業委託料

森林環境創造事業実施要領

経費 摘要

8,399円

60,000円

　　委託先：伊賀森林組合

4,358,399円

森林管理協議会委員　報酬

金額

整理番号

基
本
情
報

旅費

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）02林業費（目）02林業振興費（大事業）02森林振興事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

①

対　象

303

決算書頁

265

事
務
事
業
の
概
要

基本事業

4,290,000円

事務事業名 森林環境創造事業
課長　堀　久仁寿担当

部署

年度

環境林整備計画に位置づけられた森林

環境林整備計画に基づき間伐等適正管理を行うことで、環境林の持つ多面的機能を発揮できる

報酬

森林環境の整備

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-02-02-02-01

計

委託料

評価責任者・連絡先

事業期間

森林管理協議会委員　旅費

目　的

3-3

産業振興部農林振興課

Ｈ16森林保全・林業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9712

　環境林整備計画に位置付けられた森林において、調査等を実施した上で、森林の多面的機能を高く発揮できる森林（下草
などの下層植生が繁茂し、水源かん養機能や山地災害防止機能の高い森林）にするため、強度の間伐等を計画的に実施
する環境林整備を行いました。
　　・間伐　16.42ha
　　・委託先　伊賀森林組合

名称

91.2%

4,913

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

63

5,502

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

5,214

55 62

5,507

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

0.11 人

0

782

506　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

1,195

0

4,131

人件費

855

4,650

令和４年度単位

達成

0

852

535

0

4,359

人

782

　その他 0

0.11

指標化できない成果

人
件
費

855

0

0.00

59

350



-

継続
方
　
向

旧青山町から継続されている伊賀市独自の事業で、自伐型林業従事者を中心に林業支援を行う事業です。
例年、予算額を超える数量の申請がありますが、申請者の多くは間伐業務を林業従事者に委託している状況です。森林
所有者の高齢化、所有山林に対する無関心が進んだことが原因で、林業を生業とする従事者の減少が見られます。
また、間伐本数に占める搬出間伐の割合が約３割程度であり、間伐材の有効利用があまりなされていません。

伊賀市未来の山づくり協議会 人材育成部会において、林業従事者の増加に向けた人材育成について検討します。
作業道整備補助金制度の設立等検討を行い、搬出間伐を促進します。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

2,094

実績

35

8,704

人

0

指標の説明

間伐材の有効利用及び林業
の活性化を示す

業務量

35緊急間伐・搬出間伐補助
間伐本数に占める搬出
間伐本数の割合 32

目標
%

37 40

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.23

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.20

1,786 1,786

0.00

0

人

0

2,355

再任用職員

2,750

0 0

1,780

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

6,465

0

美しい森林づくり基盤整備交付金　2,355,000円2,300

緊急間伐・搬出間伐推進事業補助金

森林の間伐等の実施の促進に関する特別措置法、緊急間伐・搬出間伐推進事業補助金交付要綱

2,376円

経費 摘要

770,000円

6,190,268円

緊急間伐対策完了検査委託料

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）02林業費（目）02林業振興費（大事業）02森林振興事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

①

対　象

304

決算書頁

265

事
務
事
業
の
概
要

基本事業

5,417,892円

消耗品費

事務事業名 緊急間伐・搬出間伐推進事業
課長　堀　久仁寿担当

部署

年度

伊賀市内の森林

森林所有者の間伐作業を推進し森林整備が適正に行われるようにする

委託料

森林環境の整備

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-02-02-02-05

計

負担金、補助及び交付金

評価責任者・連絡先

事業期間

　委託先：伊賀森林組合

目　的

3-3

産業振興部農林振興課

Ｈ16森林保全・林業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9712

　市内に存在する森林の適正管理を推進するため、緊急に間伐すべき森林において間伐経費と搬出経費の一部を助成しま
した。
　搬出間伐に対して助成することにより、間伐材の有効利用と林業の活性化を促しました。

　　・緊急間伐・搬出間伐推進事業補助金
　　　　申請件数　70件
　　　　間伐本数　21,201本（内、搬出間伐6,776本　切捨間伐14,425本）
　　　　間伐面積　59.80ha
　　・緊急間伐対策完了検査業務委託　委託先：伊賀森林組合

名称

91.4%

8,376

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

121

10,545

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

7,977

93 118

10,490

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

0.23 人

0

1,563

3,836　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

5,954

0

6,813

人件費

1,786

8,765

令和４年度単位

達成

0

1,780

4,719

0

6,191

人

1,563

　その他 0

0.23

指標化できない成果

人
件
費

1,786

0

0.00

90

351



-

継続
方
　
向

当市が計画する環境林事業面積に必要な予算と、みえ森と緑の県民税の交付金額に差異があるため、事業の進捗を図
るのが難しい状況です。

三重県に事業実施に必要となる予算を要望すると共に、水源かん養機能を発揮させる森林の優先度の高い森林から環境
林整備を進めます。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

7,810

実績

200

47,500

人

0

指標の説明

事業において間伐を実施した
面積

業務量

135
間伐面積

44.65

目標
ha

135 135

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.15

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.10

1,165 1,165

0.00

0

人

0

16,808

再任用職員

47,500

0 0

1,161

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

0

0

みえ森と緑の県民税市町交付金
　　　　16,808,000円

45,815

　委託先：伊賀森林組合

みえ森と緑の県民税条例

経費 摘要

16,808,000円

16,808,000円

金額

整理番号

基
本
情
報

委託料

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）02林業費（目）02林業振興費（大事業）02森林振興事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

①

対　象

305

決算書頁

265

事
務
事
業
の
概
要

基本事業

事務事業名 流域防災機能強化対策事業
課長　堀　久仁寿担当

部署

年度

渓流沿い等の森林整備

流域における防災機能を強化する為、土砂流出の危険性が高く、早急な整備が必要とされる箇所の森林整備を行う

森林環境の整備

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-02-02-02-07

計

評価責任者・連絡先

事業期間

流域防災機能強化対策事業業務委託

目　的

3-3

産業振興部農林振興課

Ｈ28森林保全・林業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9712

【災害緩衝林一体型】
　　みえ森と緑の県民税を活用して県が実施する災害緩衝林整備事業の整備範囲の森林と一体的に整備することで、防災
　機能をより強化する森林
【環境林・特定水源地域】
　　伊賀市森林整備計画に定める県ゾーニングが環境林、又は三重県水源地域の保全に関する条例で、特定水源地域に
　指定されている森林

　上記の森林において、水源のかん養機能を始めとした多様な公益的機能の持続的かつ高度な発揮を目指す新たな取組と
して、下層植生や広葉樹の導入を目的とした間伐を継続的に行うことで、多様で力強い森林づくりを行います。
　　・間伐等（災害緩衝林一体型）：22.1ha、（環境林・特定水源地域）22.55ha
　　・委託先：伊賀森林組合

名称

22.3%

8,592

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

536

46,976

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

17,973

95 546

48,665

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

0.15 人

0

782

0　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

0

0

7,810

人件費

1,165

45,815

令和４年度単位

達成

0

1,161

0

0

16,808

人

782

　その他 0

0.15

指標化できない成果

人
件
費

1,165

0

0.00

202

352



-

継続
方
　
向

施設設備の経年劣化に対応するため適時更新する必要がある。
新型コロナウィルス感染症に伴う屋外レジャーの需要が追い風となり増加した利用者をリピーターとして継続して来ていた
だけるよう運営する必要がある。

指定管理者と協働し、施設の良好な維持管理に努めるとともに、地域の観光資源を活用した仕組みづくりや、新たな事業
の構築により、施設利用者の拡大を目指す。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

10000

6,882

人

0

指標の説明

指定管理者が、前年度利用者
数を下回らないようイベント内
容の検討を行っている。

業務量

11600
施設年間利用者数

11550

目標 12000 12500

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.10

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.24

777 777

0.00

0

人

0

0

再任用職員

0

0 0

774

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

7,599

0

0

青山ハーモニー・フォレストの設置及び管理に関する条例

経費
委託料

摘要

219,189円

6,881,189円

ハーモニー・フォレスト指定管理料

（指定管理者：種生区）

金額

整理番号

基
本
情
報

需用費

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）02林業費（目）02林業振興費（大事業）03山村振興事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

②

対　象
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6,662,000円

基本事業

事務事業名 ハーモニー・フォレスト維持管理経費
課長　大岡　宏担当

部署

年度

市民及び市外（都市）住民

都市と川上ダム上流域の地域資源を活用した山村の交流を促進し、地元地区の地域活性化に努める。

観光客の受け入れ

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-02-02-03-01

計

評価責任者・連絡先

事業期間

修繕料

目　的

3-1

青山支所振興課

Ｈ16観光 年度～

部 ・ 課名 等

0595-52-1112

・青山ハーモニー・フォレストの管理に関する包括協定書及び年度協定書に基づき、施設の良好な維持管理及び運営に努め
ました。
・指定管理者は、施設利用者を増やすための自主事業を開催しました。（星空カフェ、アイスクリーム販売等）
・新型コロナウィルス感染症対策に伴う屋外レジャーニーズの高まりにより、多くの利用がありました。但し、８/１４～９/１２ま
での期間は緊急事態宣言が発令されましたので有料施設の営業を停止しました。
・施設内に新たにウッドテラスを設置しました。
（オートキャンプ場利用者数） Ｒ１：1,664人　Ｒ２：2,732人　Ｒ３：3,679人（内日帰り：493人）
（バーベキュー場利用者数） 　Ｒ１：1,044人　Ｒ２：　494人　Ｒ３：　443人
（パークゴルフ場利用者数）　 Ｒ１：1,183人　Ｒ２：1,457人　Ｒ３：1,912人
・乗用草刈機、学習棟エアコン、街路灯等の修繕を行いました。

名称

1.155

7,481

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

96

8,373

0.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

7,659

83 86

7,659

業務量

人 人0.00

事
業
費

合計（A）

0.10 人

0

1,875

6,882　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

6,882

0

5,606

人件費

777

7,599

令和４年度単位

達成

0

774

5,606

0

6,882

人

1,875

　その他 0

0.10

指標化できない成果

人
件
費

777

0

86

353



-

継続
方
　
向

過疎化・高齢化により林業従事者が減少しているため、林道維持管理が困難となっている。

林道維持管理を行えるよう、緊急自然災害防止対策事業債等の新たな財源を活用し林道橋等の施設整備を行う。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

0

実績

100

4,882

人

0

指標の説明

最終予算の執行割合

業務量

100
最終予算の執行率

97.96

目標
％

100 100

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.20

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.20

1,553 1,631

0.00

0

人

0

0

再任用職員

0

0 0

1,625

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

5,919

0

0

草刈業務委託料　８箇所

伊賀市林道維持管理規定

小規模土地改良事業等補助金 1,369,220円

18,150円

負担金、補助及び交付金 1,369,220円

経費
修繕料

摘要

原材料費

施設補修材料費（舗装補修資材）

　うちｼﾙﾊﾞｰ委託１・地元委託７

5,963,870円

林道摺見妙楽地線舗装補修工事
林道槙野谷線維持修繕ほか５件（大山田支所）

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）02林業費（目）02林業振興費（大事業）04治山林道維持経費

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

①

対　象

51,000円

森林管理巡視業務委託（大山田支所）

　工事費１件　材料費３件

209,000円

2,872,200円
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1,444,300円

基本事業

3,081,200円

事務事業名 治山林道維持経費

69,150円 資材費（排水桝他）

課長　岩野　庄司担当
部署

年度

対象林道の受益者

緊急自然災害防止対策事業債により、林道の安全対策を行う

471,900円

938,300円

森林環境の整備

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-02-02-04-01

計

委託料

評価責任者・連絡先

事業期間

34,100円林道三国越線側溝清掃（島ケ原支所）

目　的

3-3

産業振興部農村整備課

Ｈ16森林保全・林業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9718

市が直轄管理する基幹林道総延長Ｌ＝26.7㎞の維持管理を行いました。
　・路肩除草　Ｎ＝８件　Ａ＝52.947㎡
　・舗装補修　Ｎ＝４件
　・原材料費（道路補修材購入）　Ｎ＝１式

地元管理林道関係の維持管理を行いました。
　小規模土地改良事業等補助金
　　工事費補助　Ｎ＝１件
　　材料費補助　Ｎ＝３件

名称

98%

7,500

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

86

7,544

0.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

7,595

83 73

6,435

業務量

人 人0.00

事
業
費

合計（A）

0.21 人

0

1,563

5,964　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

4,882

0

5,937

人件費

1,631

5,919

令和４年度単位

達成

0

1,625

5,937

0

5,964

人

1,563

　その他 0

0.21

指標化できない成果

人
件
費

1,553

0

86

354



-

充実
方
　
向

多面的機能を有する森林に関し、その効果を効果的に発揮するために、身近な森林である里山を整備するとともに、地域
の方によって里山を守ることができる社会づくりの醸成が必要です。

本事業に申請いただく自治会（区）は年々増加しているので、今後は一部の方だけでなく地域の多数の住民の方が作業に
参画いただけるよう、制度、申請に関する相談の際に啓発を行います。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

5,800

実績

1300

6,840

人

0

指標の説明

里山・森林の再生のためのボ
ランティアに参加した人員

業務量

1350
活動参加人数

1,209

目標
人

1400 1,500

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.52

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.10

4,038 4,038

0.00

0

人

0

6,569

再任用職員

6,840

0 0

4,024

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

0

0

みえ森と緑の県民税市町交付金
　　　6,569,000円

9,120

みえ森と緑の県民税条例、みんなの里山整備活動推進事業補助金交付要綱

経費 摘要

6,569,000円

6,569,000円

みんなの里山整備活動推進事業補助金

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）02林業費（目）02林業振興費（大事業）06みえ森と緑の県民税市
町交付金事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

①

対　象
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基本事業

事務事業名 みんなの里山整備活動推進事業
課長　堀　久仁寿担当

部署

年度

地域の暮らしに身近な森林

災害に強い森林づくりとして、地域住民による暮らしに身近な森林整備の体制づくり

負担金、補助及び交付金

森林環境の整備

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-02-02-06-02

計

評価責任者・連絡先

事業期間

　　30自治会（区）

目　的

3-3

産業振興部農林振興課

Ｈ16森林保全・林業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9712

　緑の環境づくりや生活に密着した里山・竹林の再生を目的に、自治会等の地域住民が実施するボランティア活動に対し
て、必要経費を交付しました。
　　　交付自治会数　　　30自治会（区）
　　　補助金交付金額　　　6,569,000円
　

名称

80.6％

6,582

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

150

13,144

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

10,607

73 122

10,878

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

0.52 人

0

782

0　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

0

0

5,800

人件費

4,038

9,120

令和４年度単位

達成

0

4,024

0

0

6,569

人

782

　その他 0

0.52

指標化できない成果

人
件
費

4,038

0

0.00

119

355



-

継続
方
　
向

平成26年から開始した事業でもあり、改めて森林環境教育についての理解と関心を周知していくように工夫する必要があ
ります。

市内小中学校へ、学校便りやホームページなどを利用して当該事業の活動についての利用状況等を積極的に掲載するよ
うに依頼し、広く広報活動してもらうようにします。

課
題

改
善
案

全
体
コ
ス
ト

（
千
円

）

指
　
標

1,782

実績

20

3,000

人

0

指標の説明

当該補助金を申請した小中学
校数

業務量

23
補助金申請団体数

14

目標
団体

26 30

令和６年度令和３年度 令和５年度

0.17

直
接
事
業
費

指標名

　国県支出金

0.15

1,320 1,320

0.00

0

人

0

2,080

再任用職員

3,000

0 0

1,316

人

人人

0

項目 特記事項記入欄（積算基礎、特定財源の名称等）Ｒ３年度決算Ｒ２年度決算 Ｒ３年度当初予算 Ｒ４年度当初予算

人件費

人件費

　地方債

正規職員

人

0

0

0

みえ森と緑の県民税市町交付金
　　　2,080,288円

3,000

みえ森と緑の県民税条例、伊賀の森っこ育成推進事業補助金交付要綱

経費 摘要

2,080,288円

2,080,288円

伊賀の森っこ育成推進事業補助金

金額

整理番号

基
本
情
報

（会計）01一般会計（款）06農林業費（項）02林業費（目）02林業振興費（大事業）06みえ森と緑の県民税市
町交付金事業

内　容

根拠法令等

施策

事業に要した
主な経費

など

コード

②

対　象
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基本事業

事務事業名 伊賀の森っこ育成推進事業
課長　堀　久仁寿担当

部署

年度

市内の小中学生

次世代を担う子どもたちの森林環境への理解と関心を深める

2,080,288円負担金、補助及び交付金

森林資源の利活用

Ｒ６

会計-款-項-目-大事業-中事業

01-06-02-02-06-03

計

評価責任者・連絡先

事業期間

目　的

3-3

産業振興部農林振興課

Ｈ26森林保全・林業 年度～

部 ・ 課名 等

0595-22-9712

　小学校は６年生の学級数あたり、中学校は３年生の学級数あたり１０万円を上限として、森林環境・林業等に関する学習活
動・体験活動などに対して補助を行いました。

　　１４団体　2,080,288円

名称

70％

2,954

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

50

4,316

0.000.00

人

市民１人当たりのコスト（円）

3,400

33 49

4,320

業務量

人 人 0.000.00

事
業
費

合計（A）

0.00

0.17 人

0

1,172

0　一般財源

会計年度任
用職員

業務量 0.00

0 0

人

0

0

1,782

人件費

1,320

3,000

令和４年度単位

達成

0

1,316

0

0

2,080

人

1,172

　その他 0

0.17

指標化できない成果

人
件
費

1,320

0

0.00

39

356


